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巧お説明書のか冊構巧について 


本製品の取扱説明書は、次のような構成になっています。目的に応じてお読みいただき、本製品を十 
分にごミ舌用ください。 

システム構成およびご購入した製品によっては、必要のない説明書もあります。 

このマークが付いているガイドは、製品に同捆されている紙マニュアルです。 

^ このマークが付いているガイドは、付属の CD - ROM に含まれている PDF マニュアルです。 


•製品の設定方法については 
• ソフトウェアのインス I ルについて知るには 


•製品の設定方法については 


• ソフトウェアのインス I ルについて知るには 
• ネットワークの設定方法については 


•コピーおよびプリントに関ずる説明については 
•困ったとまには 


セットアップシート ¢3 

MF 5730/ MF 5750 のみ 


( 本体設置編） 



MF 5770 のみ 


け庶■トク巧！説 ife ぉ胞 

MF 5770 のみ 


(本書） 



. ファクスに関ずる説明については 
•困ったとまには 


• ソフトウェアのインス!ルおよび説明については 
•プリント、スキヤナ動作およびコンピュータからのファ 
クス動作について知るには 
•困ったとまには 


フアクスガイド 



MF 5750/ MF 5770 のみ 


ソフトウェアガイド g 


• リモート UI に関する説明については リモート U ■ガイド H 

MF 5770 のみ 

• ネットワークの接続と設定方法については ネットワークガイド H 

MF 5770 のみ 

製品名 

- F 1 46500 patera MF 5730) 

- F 1 46502 patera MF 5750) 

- F 1 46502 patera MF 5770) 


• PDF 形式のマニュアルを表示するには 、 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader が必要です。ご使用のシステムに Adobe Reader/Adobe 
Acrobat Reader がインストールされていない場合は、アドビシステムズ社のホームぺージからダウンロードし、インストールしてくださし、。 
• 本書は、改良のため画面等は予告なく変更されることがあります。正確な仕様が必要な場合はキヤノンまでお問い合わせください。 

• 本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことがありましたら、ご連絡ください。 

• 本書の内容を無断で転載することは禁止されています。 





































ユーザーズガイドのお巧について 

お使いになる前に のがて 

用紙の取り扱い 
原稿の取り扱い 
コンピュータからプリントずる 
コピーずるには 
龜 スキヤンずるには 
m ^¥^ m システムモニタ 

曰常のメンテナンス 
義 困ったときには 
ぉ JPfai 各種機能の登録/設定 

お JTm 付録 _ 


本製品の仕様や索引を掲載しています。 
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はじめ心 


このたびは Canon Satera MF 5700シリーズをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本 
製品の機能を十分にご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、ご使用前に本書をよくお 
読みください。また、お読みいただいた後もいつでも使用できるよう大切に保管してください。 

本書の読みかた 


マークについて 


本書では、安全のためにお守りいただきたいことや本製品を使用する上で役に立つ情報に、 
下記のマークを付けています。 


ム警告 取り扱いを誤った場合に、死 t または重傷を負うおそれのある警告事項が書か 
れています。安全に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りくだ 
さし、。 


A 注意 


重要 


嫁メモ] 


取り扱いを誤った場合に、傷害を負うおそれや物的損害が発生するおそれのあ 
るを意事項が書かれています。安全に使用していただくために、必ずこのを意 
事項をお守りください。 

操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。誤っ 
た操作によるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 

操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをおす 
すめします。 


キーの表記について 


本書では、操作するキーをが下のように記号と [] を用いて表しています。 [] 内には操作パ 
ネル上のキー名称が示されています。 


© 

画質〇 


[スタート]を押します。 
[画質]を押します。 


ディスプレイに表示されるゾッセージ 


ディスプレイのメツセージにはが下のようにく>で囲んで表しています。 

• くメモリがイツ八°イテ‘ス>が表示されたときは、本製品は原稿を読み取れません。 
.ディスプレイにく 2 i n 1 > が表示されます。 
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イラス h について 


本書に使われているイラストは、特にお断りがない限り 、 Satera MF 5770 にオプション機 
器を装着していない場合のものです。 



MF 5730、 MF 5750、 MF 5770 との間に違いがあるときは、 「 MF 5770 のみ」のように明 
します。 




規制について 


電波障害規制について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス目情 
報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置が 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがありま 
す。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


国際 エネルギースター プログラム について 



当社は国際エネ ル睾ー スタープログラムの参加事業者として、本製品が 
国際エネ ル睾ー スタープログラムの基準に適合していると判断します。 
国際エネ ル睾ー スタープログラムは、コンピュータをはじめとした 才 
フィス機器の省エネ ル睾一化 推進のための国際的なプログラムです。こ 
のプログラムは、エネ ル睾一 消費を効率的に抑えるための機能を備えた 
製品の開発、普及の促進を目的としたもので、事業者の自主判断により 
参加することができる任意制度となっています。対象となる製品はコン 
ピュータ、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリおよび複写機等の才 
フィス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（ロゴ）は参加各国の間 
で統一されています。 


商標について 


Canon、Canon ロゴ、 Satera はキヤノン株式会社の商標です。 
その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 
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が下を原稿として読み込むか、あるいは複製したり、力□ェしたりすると、法律により罰せら 
れる場合がありますのでごを意ください。 


■ 著作物など 

他人の著作物を権利者に無断で複製などすることは、個人的または家庭内その他これに 
準ずる限られた範囲においての使用を目的とする場合を除き違法となります。また、人 
物の写真などを複製する場合には肖像権が問題となることがあります。 

■通貨、有価証券など 

が下のものを本物と偽って使用する目的で複製すること、またはその本物と紛らわしい 
ものを作成することは法律により罰せられます。 

•紙幣、貨幣、銀行券（外国のものを含む） •株券、社債券 

•国債証券、地方債証券 •手形、ル切手 

•郵便為替証書 •定期券、回数券、乗車券 

•郵便切手、印紙 •その他の有価証券 

■ 公文書など 

が下のものを本物と偽って使用する目的で偽造することは法律により罰せられます。 
•公務員または役所が作成した免許証、登記簿膳本その他の証明書や文書 
.私人が作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書 
•役所または公務員の EP 影、署名または記号 
• 私人の EP 影または署名 

[関係法律] •刑法 

• 著作権法 

• 通貨及証券模造取締法 
• 外国二於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券偽 
造変造及模造二関スル法律 


• 郵便ま 

• 郵便切手類模造等取締法 
• 印紙犯罪処罰ま 
• 印紙等模造取締法 



A まをにお巧いいただくために 


本製品をお使いになる前に、この「安全にお使いいただくために」をよくお読みいただき、 
正しくご使用ください。ここに書かれている警告•を意事項は、お使いになる人や他の人へ 
の危害、財産への損害を未然に防ぐための内容ですので、必ずお守りください。また、本書 
に記載されていることが外は行わないでください。誤った使い方をされますと、けがの原因 
になることがあります。また、通常の使い方が外で発生した故障は保証の対象外となります 
のでごを意ください。 


設置について 


A 警告 •アルコール、シンナーなどの引火性溶剤の近くに設置しないでください。引火性溶剤が製品 
U 内部の電気部品などに接触すると、火災や感電の原因になることがあります。 

•製品の上に次のよラな物を置かないでください。これらが製品内部の電気部品などに接触す 
ると、火災や感電の原因になることがありまず。 

製品内部に入った場合は、直ちに電源コードを抜いてお買い求めの販売店またはサービス担 
当にご連絡ください。 

-ネックレスなどの金属物 

•コップ、花瓶、植木鉢など、水や液体が入った容器 



A •ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所、振動の多い場所に設置しないでください。 

' 落ちたり、倒れたりして、けがの原因になることがありまず。 

•製品には通気口がありますので、壁や物でふさがないように設置してください。通気口がふ 
さがれると製品内部に熱がこもり、火災の原因になることがあります。 

•製品を次のような場所に設置しないでください。火災や感電の原因になることがあります。 
.湿気やほこりの多い場所 
-水道の蛇口付近などの水気のある場所 
-直射日光のあたる場所 
-高温な場所 
-火気に近い場所 

-スピーカなど磁気を含んだ機器や、磁界を生ずる機器に近い場所 
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• 風通しの悪い場所に設置しないでください。 

本機は使用中オゾンを発生しまず。オゾンの量は人体に影響を及ぼすほどの量ではありま 
せんが、風通しの悪い場所で長時間使用したり、大量の印刷をしたりするときは喚気に十 
分留意し、環境に配慮して使用してください。 

• 本機の通風孔を壁や他の機器などから1 0 cm が上離して設置してください。 

-温度差の激しい場所に設置しないでください。10〜 32.5 度の環境でお使いください。 

• 湿度20〜80%の環境でお使いください。 

• 屋外での設置や使用は避けてください。 


電源について 


A 普と .電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また重いものを置い 
A = たり、引っぱったり、無理に曲げたりしないでください。傷ついた部分から漏電して、火災 

や感電の原因になることがありまず。 

.電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被覆が溶けて、火災や感電の原因に 
なることがあります。 

• 濡れた手で電源コードの抜き差しをしないでください。感電の原因になることがありまず。 

• タコ足配線をしないでください。火災や感電の原因になることがあります。 

• 電源コードを束ねたり、結んだりしないでください。火災や感電の原因になることがあります。 
•電源コードは電源コンセントの奥までしっかりと差し込んでください。差し込みが不十分で 
すと、火災や感電の原因になることがあります。 

• 付属の電源コードが外は使用しないでください。火災や感電の原因になることがありまず。 

•アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、火災や感電の 
原因になることがあります。 

• アース 線を接続するときは、が下の点にごを意ください。 

〈アース線を接続してもよいもの〉 

電源 コンセントのアース 端子 

接地工事 （ D 種）が行われているアース線端子 

〈アース線を接続してはいけないもの〉 

水道管：配管の途中でプラスチックになっている場合があり、その場合にはアースの役目を 
果たしません。ただし、水道局がアース対象物として許可した水道管にはアース線を接続で 
きます。 

ガス管：ガス爆発や火災の原因になることがあります。 

電話線のアースや避雷針：落雷のときに大量の電流が流れ、火災や感電の原因になることが 
ありまず。 


•原則的に延長コードを使用しないでください。また、延長コードの多重配線をしないでくだ 
さい。火災や感電の原因になることがあります。やむを得ず延長コードを使用する場合は、 
100 VI 5 A が上のものを使用してください。使用時は束をほどき、電源コードと延長コー 
ドの接続が確実になるように根もとまで電源プラグを差し込んでください。 

• アース線を接続する場合は、必ず電源プラグを電源コンセントに接続する前に行ってくださ 
し、。また、アース線を取り外す場合は、必ず電源プラグを電源コンセントから抜いて行って 
ください。 
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A 江思 • 表示されたが外の電源電圧で使用しないでください。火災や感電の原因になることがありま 
す。 

.コンセントに差し込んだ機器の使用電力の合計がブレーカの許容電力を超えないようごを 
意ください。 

•電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っぱると、 
電源コードのお線の露出、断線など電源コードが傷つき、その部分から漏電して、火災や感 
電の原因になることがあります。 

.いつでも電源コードが抜けるように、電源コードの周りには物を置かないでください。非常 
時に電源コードが抜けなくなります。 

•雷雨の時は本機の電源コードをコンセントから抜いてください。落雷により火災や感電の原 
因になることがあります。 


i 重要 


•電源プラグとコンセントの接合部分のまわりにごみが付着したら乾いた清潔な布でふき 
取ってください。 

.エアコンやテレビ、コピー機などと同じコンセントに接続しないでください。ノイズを発生 
したり、本機の操作に不具合を生ずることがありまず。 

•次のような場合は本機の電源プラグをコンセントから抜いてください。 

.電源コードやプラグが傷んだり、断線しているとき 
. 本機の中に水などの液体がこぼれたとき 
-本機が雨に濡れたり水がかかったとき 

-同捆の取扱説明書の手順通りに操作しても本機が正常に動作しないとき 

手順にない不正な調整をしてしまうと、故障の原因となったり、正常な動作に戻すまで 
に特殊な修理が必要となりますのでごを意ください。 

•本機を落としたり、傷つけたりしたとき 

-本機の動作に明らかに異常がみられるとき、エラーランプが点滅し続けるとき 
• 本機の電源コードを無停電電源に接続しないでください。 

•本機の電源プラグを抜いたときは差し直すまでに5秒が上間隔をおいてください。 


取り扱いについて 


A 警告 •製品を分解したり、改造したりしないでください。内部には高圧•高温の部分があり、火災 
= や感電の原因になることがあります。 

.異常な音がしたり、煙が出たり、熱が出たり、変なにおいがした場合は、直ちに電源コード 
を抜いて、お買い求めの販売店またはサービス担当にご連絡ください。そのまま使用すると、 
火災や感電の原因になることがありまず。 

•製品の近くでは可燃性のスプレーなどを使用しないでください。スプレーのガスなどが製品 
内部の部品などに接触すると、火災や感電の原因になることがあります。 

•製品を移動させる場合は、必ず電源コードを抜き、電話線コードを取り外してください。その 
まま移動すると電源コードや電話線コードカ 《 傷つき、火災や感電の原因になることがあります。 

•製品内部にクリップやホチキスの針などの金属片を落とさないでください。また、水、液体 
や引火性溶剤（アルコール、ベンジン、シンナーなど）をこぼさないでください。これらが 
製品内部の部品に接触すると、火災や感電の原因になることがあります。万一、これらが製 
品内部に入った場合は、直ちに電源コードを抜いてお買い求めの販売店またはサービス担当 
にご連絡ください。 
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A 迂局 


•製品の上に重いものを置かないでください。置いたものが倒れたり、落ちてけがの原因にな 
ることがありまず。 

• 連休などで長期間ご使用にならない場合は、安全のため電源コードを抜いてください。 
•レーザ光は、人体に有害となる恐れがあります。そのため本製品では、レーザ光はレーザス 
キヤナユ ニッ ト内にカバーで密封されており、お客様が通常の操作をする場合にはレーザ光 
が漏れる瓜配は全くありません。安全のためにが下のを意事項を必ずお守りください。 
•本書で指示されたが外のカバーは、絶対に開かないでください。 

• カバー内部に貼ってあるを意ラベルをはがさないでください。 



DANGER 


Invisible laser ra 印 ation when open. 
AVOID DIRECT EXPOSURE TO BEAM. 


CAUTION 


CLASS 3B. INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 


ATTENTION- 


RAYONNEMENT LASER INVISIBLE DE CLASSE 犯 . 

EN CAS D'OUVERTURE EVITEZ L’EXPOSITION AU FAISCEAU. 


VORSICHT - UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG KLASSE 3B, WENN ABDECKUNG 
: GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

PRECAUCION- Radiacion laser invisible de clase 3b presente al abrir. 

EVITELA EXPOSICION AL HAZ. 


VARNING - KLASS 3B OSYNUG LASERSTRALNING NAR DENNADELAR OPPNAD. 
STRALEN AR FARLIG. 


VARO|TUS_j^^SKSS|LASEA.S か醜胃 NA. 


を 

注 


21 - 智司巧号 3 3B tJ| フト人 I 却 0 |巧お 人 哈 10| お書音しに卜， 

酉社 Oil in 青言巧ち卜お入 I 空 . 

m ■ ここを開くとクラス 3B 不可視レーヴ放射が出ます。 

ビームに身をさ！ 5 さないこと。 FC5-4777 


•万一、レーザ光が漏れて目に入った場合、目に障害が起こる原因になることがあります。 

• この製品は IEC 60825 -1:1 993においてクラス1レーザ製品であることを確認しています。 

ik 取扱説明書に指定された手順が外の操作をすると放射線をミ谷びる危険がありまず。 

•原稿台カバーは手をはさまないようゆっくりと閉めてください。けがの原因となります。 
.厚みのある本などを読み取るときに原稿台カバーを強く押し付けないでください。原稿台力 
バーを損傷したり、けがの原因となりまず。 

•強くゆすったり、ぶつけたりしないでください。 

•移動ずるときは必ず電源プラグを抜いてください。 

•万一、煙が出ている、変なにおいがするなどの異常が見られましたら、ずぐに電源を切り、 
当社のサービス担当にご連絡ください。 
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保守/点検について 


A 警告 . 清掃のときは電源コードを抜いてください。火災や感電の原因になることがあります。 

•電源コードを定期的に抜き、その周辺および電源コンセントにたまったほこりや巧れを、乾 
いた布で拭き取ってください。ほこり、湿気、油煙の多いところで、電源コードを長期間差 
したままにずると、その周辺にたまったほこりが湿気を吸って絶縁不良となり、火災の原因 
になることがあります。 

. 清掃のときは、必ず水または水で薄めた中性洗剤を含ませて固く絞った布を使用してくださ 
し、。アルコール、ベンジン、シンナーなどの引火性溶剤は使用しないでください。引火性溶 
剤が製品内部の電気部品などに接触すると、火災や感電の原因になることがあります。 

• 製品内部には、高圧になる部分がありまず。紙づまりの処理など内部を点検するときは、ネッ 
クレス、ブレスレットなどの金属物が製品内部に触れないようにを意してください。やけど 
や感電の原因になることがあります。 

•使用済みのトナー容器を火中に投じないでください。トナー容器内に残ったトナーに引火し 
て、やけどや火災の原因になることがありまず。 


A ;王胃 •製品内部の定着器周辺は、使用中に高温になりまず。紙づまりの処理など内部を点検すると 
' きは、定着器周辺に触れないようにを意してください。やけどの原因になることがありまず。 



• 紙づまり処理やトナー容器を交換するときは、トナーで衣服や手を汚さないようにを意して 
ください。衣服や手が汚れた場合は、直ちに必ず水で洗い流してください。温水で洗うと卜 
ナーが定着し、巧れがとれなくなることがあります。 

•紙づまりで用紙を製品内部から取り除くときは、紙づまりしている用紙の上にのっている卜 
ナーが飛び散り、目や口に入らないように、 T 寧に取り除いてください。トナーが目や口に 
入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談してください。 

•用紙を補給するとき、原稿づまりや紙づまりを取り除くときは、原稿や用紙の端で手を切っ 
たりしないように、を意してください。 

• トナー容器を補給口から取り外すときは、トナーが飛び散って目や口などに入らないよう 
に、 T 寧に取り出してください。万一、トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流 
し、医師と相談してください。 
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消耗品について 


A 警告 


• トナー容器を火中に投じないでください。トナーに引火して、やけどや火災の原因になるこ 
とがあります。 

• トナー容器、用紙は火気のある場所に保管しないでください。トナーや用紙に引火して、や 
けどや火災の原因になることがあります。 

•トナー容器を廃棄する場合は、回収窓口までお持ちいただく力、、トナーが飛び散らないよう 
にトナー容器を袋に入れて、自治体の指示に従って処理してください。 


A 江思 


. トナーなどの消耗品は幼児の手が届かないところへ保管してください。万一、トナーを飲ん 
だ場合は、直ちに医師と相談してください。 


その他 


ム警告 •む臓ぺースメーカーをご 使用の方へ 

•本製品から微弱な磁気が出ています。瓜臓ペースメーカーをご使用の方は、異常を感じた 
ら本製品から離れてください。そして直ちに、医師にご相談ください。 


A 汪忌 •本機に貼付されている警告や手順にしたがってください。 

•持ち運ぶときはトナーカートリツジをはずしてください。 
-持ち運ぶときは下の図のように持ってください。 
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お使いになる前に 


CHAPTER 


本製品の各部の名称とはたらき、操作パネル、待受画面表示について説明しまず。また節電 
機能の設定方法も説明しまず。 


カスタマーサポート 


本製品は、メンテナンスフリーでを/こ、してお使いいただけるように作られています。操作上 
問題が発生したときは、「9章困ったときには」を参照してください。それでも解決しな 
い場合や点検が必要と考えられる場合には、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様 
相談センターにご連絡ください。 
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各部の名称とはたらき 


① ADF (自動原稿給紙装置） 

セットされた原稿を自動的にスキヤンユニット 
に送り込みます。 

② 原稿給紙トレイ 

原稿をセットします。 

③ 原稿排紙トレイ 

原稿が排出されます。 

④ スライドガイド 

原稿の幅に合わせて調節します。 

⑥操作パネル 

本製品を操作します。 

⑥排紙トレイ 

出力紙を排紙します。 


⑦ フロント カバー 

カートリッジを装着するとき、つまった用紙を取 
り除くときに開きます。 

⑧ マルチフィーダ 

手差しで1枚ずつプリントするときに使用しま 
す。 

⑨ カセット 

用紙をセットします。 

颇電話回線端子 

電話ケーブルを接続します。 

( MF 5750 / MF 5770のみ） 

⑩ 外部機器端子 

外部機器を接続します。 

( MF 5750 / MF 5770のみ） 
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①原稿台ガラスカバー 

原稿をコピーやスキヤンするために原稿台ガラス 
上に置くときに開きます。 


② 原稿台ガラス 

原稿を置きます。 








後面図 


① 


① USB ポート 

US 目 (Universal Serial Bus ) ケーブルを接続しま 
す。 

② イーサネットポート 

ネットワークケーブルを接続します。 

( MF 5770のみ） 

③ フェイスアップ カバー 

用紙を上向きに出力する場合、またはつまった用 
紙を取り除く場合に開きます。 


④電源ソケット 

電源コードを接続します。 

⑥延長カパー 

カセット内の用紙をほこりやチリから保護し 
ます。 



お使いな查刖に 
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操作パネル 


コピー、スキヤン、メニュー設定に使用するキーについて説明します。 

ここで説明のないキーについては、「ファクスガイド」の「1章お使いになる前に」を参 
照してください。 


■ MF 5770 



① 通信中/メモリランプ 

コピー中やメモリにデータがある場合に緑色に 
点灯\または点滅します。 

② A エラー ランプ 

本製品にトラブルが発生したときに点滅します。 
エラーの内容はディスプレイに表示されます。 

③ [コピ ー] キー 

コ ピーモードに切り替えます。 

④ [フアクス]キー 

ファクスモードに切り替えます。 

⑥[スキヤン] キー 

スキヤンモードに切り替えます。 

⑥ [メ ニユ ー] キー 

各種の設定-登録を行うときに使います。 

⑦ [◄卜 )] および [►(+)] キー 

選択項目をスクロールするときに押します。 

⑧ [拡大/縮ル]キー 

コピーの拡大/縮ル率を設定するときに押しま 
す。 


⑥ [ 濃度] キー 

コピーやファクスの濃度を調節するとき押しま 
す。 

® 感 [節電]キー 

手動で節電モードを設定-解除するときに押しま 
す。節電モード設定中は緑色に点灯します。 

⑩[システムモニタ]キー 

コピーやプリントの状況を確認するときに押し 
ます。 

⑩[クリア] キー 

ディスプレイの入力内容をクリアします。 

⑩ディスプレイ 

メッセージや動作状況を表示します。また設定時 
に選択項目、テキスト、数字を表示します。 

@ク [ スタート]キー 

コピーやスキャンを開始するときに押します。 

©◎[ストップ/リセット] キー 

コ ピーなどの操作をキャンセルし、 待受画面に戻 
すときに押します。 

@ [0 K ] キー 

設定または登録した内容を確定するときに押し 
ます。 
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⑩[ソート /2 inl ] キー 

コ ピーをページ番号順に揃えたり、 2枚の原稿を 
1枚に収まるように縮ルします。 

@[画質] キー 

原稿の画質を調節するときに押します。 


® テンキー 

コピー部数などの数字を入力するときに使用し 
ます。 


MF5750 



ぁ大/巧小 

ア カ ABC サ DEF 、 

の ©® 

7GHI ナ JKL AMNO 


髓〇マ 

Q © © 


« P 

。贸…贸な 


就 お 

@w® 

1 -- ン J 

ノ 


■ MF5730 

































待受画面 


待受画面の表示は選択したモードに応じて異なります。 

コピーまたはスキャンモードの待受画面はが下のようになります。 


■コピーモード 

コピー倍率 用紙サイズ 


[100 K 

円斗 

m 

口む、 V シゎ〇 

V I I 

UI 

I J 

濃 I 度 

画 I 質 

I 

部数 


■ スキヤンモード 


^7 キゎ E-r 


メモ I •本製品の電源を入れると、ディスプレイはしばらくくウォ-ミンゲアップチュウ…>と表示されてから 
待受画面に切り替わります。 

• ファクスモードの待受画面は、 MF 5750 / MF 5770でのみ表示されます。 

(ーファクスガイド「1章お使いになる前に」） 


お使いに S 前に 
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節電モード 


本製品は節電モードで消費電力を抑えることができます。5分程度何も操作をしないと、自 
動的に節電モードに移行します。 


メモ I •節電モードに移行するまでの時間は、 3 〜 30 分の範囲で変更できます。また、節電機能を 
オフにすることもできます。節電モードの詳しい設定は「メニューの設定内容」の「トト 
セツ 7 ン」（一 P .10- 已）を参照してください。 

•次の状態のときは、節電機能は働きません。 

.コピー、ファクス*等のページをプリントしているとき 
-ファクスの送受信をしているとき* 

-原稿読み取りをしているとき 

•コピーをメモリに保をしているとき、ソートその他の機能が動作しているとき、または 
通信中/メモリランプが点灯しているとき 
•紙づまりが発生したとき 

-エラー メッセージが表示され、 エラー ランプが点滅したとき 
•カセットの用紙が切れたとき 
-用紙がマルチフィーダにセットされているとき 
•くトナ-がスクナクナリの夕 > のメッセージが表示されたとき* 

•が下の場合には、節電モードが解除されます。 

•コンピュータからプリントジョブを受信したとき 
-ファクス受信をしたとき* 

-本製品に接続した電話の受話器を取り上げるとき* 

-電話が着信したとき* 

* MF 5750 / MF 5770のみ 


節電モードを手動で設定ずる 


1 [節電]を押しまず。 

ディスプレイ表示が消えて、[節電]が点灯します。 


メモ I 本製品が節電モードから復帰した直後は約 15 秒が上、コピー終了直後は 2 秒が上間隔を 
おいてから、[節電]を押してください。 


節電モードから手動で復帰ずる 


1 [節電]を押しまず。 

[節電]が消灯し、待受画面に戻ります。 


メモ I 本製品は通常節電モードを解除するとすぐに待受画面に戻ります。ただし室温や周囲の環 
境などによって異なる場合があります。 


お使 SC な查刖に 
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用紙の巧り巧い 


2 


CHAPTER 


本製品で使用できる用紙やセツトの方法、原稿の出力場所について説明しまず。 


使用可能な用紙 


高品質の コピー を行うために、キヤノン推奨の用紙や OHP フィルムをお使いになることを 
おすすめします。事務用品店で市販されている用紙の中には、本製品での使用に適さない製 
品があります。詳細は、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターまでお 
問い合わせください。 


■ 用紙の保管 


紙づまりを防ぐため、が下のを意事項をお守りください。 

•湿気を防ぐため、使用しない用紙は包装紙でしっかり包み直して保管してください。直射 
日光の当たらない、湿気が少ない場所に保管してください。 

. 力ールしないように、用紙は立てずに平らに保管してください。 

•用紙がカールしている場合は、カセツトやマルチフィーダにセツトする前に平らになるよ 
うに戻してください。力ールしていると、用紙がしわになり、紙づまりの原因となります。 


■ 使用できない用紙 

次の種類の用紙にはプリントしないでください。紙づまりが発生する場合があります。 

. ひどくカールした用紙やしわのある用紙 

.カラーコピー機やカラープリンタ用の OHP フイルム 

•片面がすでにデジタルカラーコピー機でプリントされている用紙 （ 裏紙は使用しないでく 
ださい。） 

.片面がすでに熱転写プリンタでプリントされている用紙（裏紙は使用しないでください。） 


カラー OHP フイルムにはプリントしないでください。故障の原因となることがあります。 


重要 
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■ 使用可能な用紙 



カセット/マルチフィーダ 

用紙サイズ 

A 4、 B 5、 A 5、 エグゼクティブ*1、レター、リーガル* 2 、封筒。り SO - C 5、 洋形2号、洋形4号)、 
はがき* 2 、往復はがき* 2 

重量 

64 g / m 2 〜128 g / m ^ 

紙種 

普通紙、再生紙、厚紙、 OHP フィルム、封筒 


*1 カセツトのみ 
ジマルチフイーダのみ 


重要 


•ファクスを受信するときの用紙サイズは、 A 4、 B 5、 A 5、 レターから選択してくださし、。 
.ファクスを受信するときは、カセットにセットされた用紙のみ使用できます。マルチ 
フィーダにセツトした用紙は使用できません。 


メモ I •用紙サイズ、紙種、指定枚数によって、通常よりもプリント速度が遅くなる場合がありま 
す。これは本製品の加熱を防ぐための安全機能の働きによるものです。 

•用紙の種類によっては、カセツトやマルチフイーダにきちんとセツトできない場合があり 
ます。 

プリント範囲 

プリント範囲とは、最良のプリント品質が得られる推奨領域と、コンピュータからプリント 
する場合に本製品が技術的にプリント可能な領域の2つの意味があります。 

プリント範囲（淡色部分）：この範囲にプリントすることをおすすめします。 


用紙 


最大 5 mm 

II 


最大 5 mm 

II 


用紙の 
セツト方向 


最大 5 mm 


:最大 5 mm 


封筒 


最大 5 mm 


最大 5 mm 


用紙の 
セツト方向 



最大 5 mm 


最大 5 mm 


メモ コピー範囲はプリント範囲よりも若干大きくなっています。 



























カセツトおよびマルチフィーダへの用紙のセツト方法を説明します。 


A 注意 


重要 


用紙をセツトする際は、用紙の端で手を切らないようにを意してください。 

カセツトをセツトした状態で本製品の背面から用紙をセツトしないでください。内部の給 
紙部品を損傷するおそれがあります。 



メモ I .マルチフィーダにセツトされた用紙は、カセツトにセツトされた用紙よりも先に給紙され 
ます。 

•カセツトには、最大で64 g / m 2 の用紙約250枚をセツトできます。 


用紙をカセツトにセツトずる 


1 本体からカセツトを完全に抜き出しまず。 













2 カセット後部のペーパーガイドをつまみ、用紙サイズに合ラよラにスラ 
イドさせまず。 



3 用紙をもって端をさばいてから、平らな場所で用紙の縁を揃えまず。 



4 プリントしたい面を下にして、用紙をカセットにセットしまず。 

ロゴがプリントされた用紙をセットする場合は、プリントしたい面 （ ロゴ側）を下にして、 
用紙の下端から先にカセットにセットします。 


















5 用紙のサイズに合わせて、左右のペーパーガイドをスライドさせて調節 
しまず。 

カセツト両側のぺーパーガイドは同時に動きます。 



用紙の高さがガイドの巧 （ A ) を超えず、ペーパーガイドのツメ （ B ) の下に収まるようセット 
してくださし、。 



重要 


•サイズや種類の異なる用紙を同時にセットしないでください。 

•カセットに用紙が残っているときは、用紙を追加しないでください。 

用紙を追加する場合は、カセット内に残っている用紙をいったん取り出してから、新しい 
用紙と一緒にして端を揃えてセツトし直してください。 


6 カセットを本体に戻しまず。 


メモ I カセツトが本体の奥まで差し込まれていないと、紙づまりが発生することがあります。 


7セットした用紙のサイズと種類を指定しまず。 

用紙のサイズと種類の詳しい設定方法は、「用紙のサイズと種類を指定する （ カセットおよ 
びマルチフィーダに共通）」（一 P .2-8) を参照してください。 








用紙をマルチフィーダにセツトずる 

カセツトにセツトした用紙と異なる用紙にコピーまたはプリントする場合は、マルチフィー 
ダを使用します。マルチフィーダには用紙を]枚ずつセツトします。 


@メモ]マルチフィーダにセツトした用紙は、カセツトにセツトした用紙よりも先に給紙されま 
す。 

7 ペーパーガイドをスライドして用紙サイズに合わせまず。 



と プリントしたい面を上向きにして、用紙をマルチフィーダにまっすぐに 
差し込みまず。 



@ メモ！ ロゴがプリントされた用紙をセットする場合は、プリントしたい面（ロゴ側）を上にして、 
用紙の上端から先にマルチフィーダにセットします。 



Qi り ぁぃ 
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3 セツトずる用紙のサイズと種類を設定しまず。 

用紙のサイズと種類の詳しい設定方法は、「用紙のサイズと種類を指定する （ カセツトおよ 
びマルチフィーダに共通）」（一 P .2-8) を参照してください。 


封筒をマルチフィーダにセツトずる 

封筒に]枚ずつコピーまたはプリントする場合は、マルチフィーダを使用します。 


d 


資メモ！ 


推奨する封筒はに 0- C 5、 洋形4号、洋形2号です。これが外の封筒を使用すると、きちん 
とプリントされないことがあります。 

マルチフィーダにセツトした封筒は、カセツトにセツトした用紙よりも先に給紙されま 
す。 

ペーパーガイドをスライドしてセットしたい封筒のサイズに合わせま 
ず。 



と プリントしたい面を上にしてち端から先に封筒をマルチフィーダにまつ 
ずぐに差し込みまず。 

入れようとする封筒の短いほうの辺にフタがつている場合、必ずフタのついている側から 
マルチフィーダに差し込みます。この向きに入れないと紙づまりの原因になります。 



J セットしたい用紙のサイズと種類を設定しまず。 

用紙のサイズと種類の詳しい設定方法は、「用紙のサイズと種類を指定する （ カセットおよ 
びマルチフィーダに共通）」（一 P .2-8) を参照してください。 
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用紙のサイズと種類を指定ずる（カセツトおよびマルチフイー 
ダに共通） 


用紙サイズを指定ずる 

工場出荷時には、用紙サイズはく A 4> にセットされています。カセットやマルチフィーダに 
セットする用紙のサイズを変更するときは、次の手順で用紙サイズを設定してください。 

7 [メニュ ー] を押しまず。 

こ [イト)] または [► (+)] を押して、く 3ウシセッテイ > を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

J [イト)] または [► (+)] を押して、く力かッレまたはくテサ' シトレイ> を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

4 [イト)] または [► (+)] を押して、く 3ウシサイス' > を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5 [イト)] または [► (+)] を押して、適切な用紙サイズを選択し、 [0 K ] を押し 
まず。 

が下の用紙サイズを選択することができます。 

A 4、 巨5、 A 5 、EXEC (エグゼクティブ ）、 LTR (レター )、 LGL (リーガル）、に 0- C 5、 
ヨウカ''夕 4]'' ウ、ヨウが夕 2]'' ウ、八がキ、オウフク八がキ。 


@ メモ！ 封筒を使用するときはくに 0- C 5> 、くヨウが夕 4]'' ウ> またはくヨウが夕 2]'' わのいずれかを選択し 

ます。 

6 [ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


用紙の取り扱い 
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用紙の種類を指定ずる 

用紙はくフツウシ>が初期設定で選択されています。普通紙が外の用紙を使用するときは、次の 
手順で紙種を設定してください。紙種を設定すると、プリント品質の低下やプリント不良を 
防ぐことができます。 

7 [メニュ ー] を押しまず。 

こ [イト)]または [► (+)] を押して、くヨウシかッテイ > を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

J [◄トリまたは [► (+)] を押して、く加ッレまたはくテサ' シトレイ> を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

4 [4 (-)] または [►(+)] を押して、くカミシユ > を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5 [イト)]または [►(+)] を押して、適切な紙種を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

が下の紙種を選択することができます。 

. 普通紙 （64 g / m 2 〜 90 g / m ろ： < フツウシ>、くフツウシレ*] 

-厚紙 （91 g / m 2 〜1 28 g / m ろ：くアツカ'' ミ >、< アツがミ H >*2 
• OHP フイルム：く OHP フイルム> 

•封筒：くアツがミ>、くアツがミ H >*2 

* 1くフツウシ>を選択してプリントすると用紙がひどく力ールするときは、<7ソウシレを選択し 
てくださし、。 

*2 くアツがミ > を選択してプリントすると文きが蓮くなるときは、< アツカ'' ミ H> を選択してくだ 
さい。 

6 [ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


羅の取り巧い 
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原稿および用紙のセツト方向 

原稿を ADF や原稿台ガラスにセツトする場合の原稿の方向と、カセツトまたはマルチフイー 
ダにセツトする用紙の方向は次のとおりです。 


ADF 


原稿台ガラス 



アの選択 


フェイスアップカバーを開くとフェイスアップ排紙、フェイスアップカバーを閉じるとフエ 
イスダウン排紙になります。 



フェイスダウン排紙を選択すると、プリント面を下にして排紙トレイに排出されます。フェ 
イスアップ排紙を選択すると、プリント面を上にして排紙エリアから排出されます。フェイ 
スアップカバーを開閉して、目的に合わせて排紙エリアを選択してください。 





























































紙種と排紙エリア 

紙種および目的に合わせて、最適な排紙ェリアを選択してくださし、。 


紙種 

排紙エリア 

出力枚数 

普通紙 

フェイスアップ 

1枚 

フェイスダウン 

約60枚 （64 g / m 2 〜90 g / m う 

再生紙 

フェイスアップ 

1枚 

フェイスダウン 

約30枚 （64 g / m 2 〜90 g / m う 

厚紙 

フェイスアップ 

1枚 

フェイスダウン 

約30枚 （91 g / m 2 〜128 g / m う 

OHP フイルム 

フェイスアップ 

1枚 

フェイスダウン 

10枚 

封筒 

フェイスアップ 

1枚 

フェイスダウン 

10枚 


フェイスダウン排紙エリア 

プリント面を下にして用紙がトレイに排出されます。 

用紙はプリントされた順に積み重ねられます。 

フェイスアップカバーを閉じて、排紙トレイを引き出します。 



重要 


•排紙トレイに排出された用紙を押し戻さないでください。紙づまりの原因になります。 
•排紙トレイには用紙が外のものを載せないでください。紙づまりの原因になります。 






















フェイスアップ排紙エリア 

本製品背面のフェイスアップ排紙ェリアにプリント面を上にして用紙が排出されます。 
用紙は本製品からまっすぐに排出されるため、カールしやすい OHP フィルム、封筒のプリ 
ントに便利です。 

フェイスアップカバーを開いてください。 

.排出された用紙は]枚ずつ取り除いてください。 



重要 


•用紙を無理に引き出さないでください。 

• 本製品にはフェイスアツプ排紙トレイは装着されていません。排出された用紙は手で取り 
除いてください。 

• 紙づまりを防ぐため、フェイスアツプ排紙エリアの前にはものを置かないでください。 











原稿の巧り巧い 


CHAPTER 


本製品でスキヤン、コピー、送信できる原稿の種類と、原稿台ガラスまたは ADF へ原稿'を’-^ 
セツトずる方法を説明しまず。 


使用可能な原稿 



原稿台ガラスまたは ADF には次のような原稿をセットして、コピー、スキヤン、ファクス 
送信をすることができます。 



原稿台ガラス 

ADF 

原稿の種類 

普通紙 
厚紙 
写音 

小型原稿（名刺サイズ等） 

特殊紙 （ トレーシングぺーパー*1 、 OHP 
フイルム *1 等） 

本 

普通紙（同じサイズ、厚さ、重量の複数 
枚の原稿または1枚原稿） 

サイズ （Wx U 

最大 216 mm X 297 mm 

最大21 6 mm X 356 mm 
最小 146 mm X 1 05 mm 

枚数 

1枚 

最大30枚、またはカールした用紙を含 
め厚さ 8 mm が内の重ねた原稿(保証値） 
最大50枚。、またはカールした用紙を 
含め厚さ 8 mm が内の重ねた原稿（温度 
15で〜27で、湿度20%- 80%の場 
合の参考値） 

重量 

最大 2 kg 

64 g / m 2 〜105 g / m 2( 原稿1枚あたり） 


*1 トレーシングペーパーや OHP フィルムなどの透過原稿をスキヤン、コピー、ファクス送信する際には、原稿の裏に 
白紙を1枚重ねて置いてください。 

*2 SOg / m ^ の用紙 

メモ I ル型原稿をコピーする際には、通常よりもコピー速度がやや遅くなります。 
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使用できない原稿 

•原稿台ガラスに置いたり ADF にセットしたりする前に、原稿ののりやインク、修正液を完 
全に乾かしてください。 

•原稿を ADF にセットする前に金具類（ホチキスの針、紙クリップ等）をすベて取り除いて 

くださし、。 

• ADF 内で原稿がつまるのを防ぐために、が下のような用紙は使用しないでください。 

-しわや折り目がある用紙 •カーボン紙または裏カーボン紙 

-力ールまたは巻いた用紙 -コート紙 

-破れた用紙 -薄質半透明紙や薄紙 

-パンチ穴のある用紙 



原 

稿 

の 

取 

0 

扱 


い 


原稿の読み取り範囲 


原稿の読み取り可能範囲は次の図の淡色部分です。原稿の文きや画像がこの範囲内に収まる 
ことを確認してください。 



最大 5.5 mm 


最大 5.5 mm 


読み取り方向 


A4 


最大 3 mm 


I 


最大 3 mm 
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原稿をセツトずる 


読み取りをするには原稿を原稿台ガラスにのせる力、、 ADF にセットします。どちらを使用 
するかは、原稿の大きさや種類によります。 

原稿を原稿台ガラスにセツトずる 


1 原稿台ガラスカバーを開きまず。 



原稿をセットする際には、原稿台ガラス左側の用紙サイズマークを参照してください。 

-原稿が標準サイズ （ A 4 または A 5 等）の場合は、上下の用紙サイズマークに原稿をあわせ 
てセットしてください。 

-原稿のサイズがわからないとき、または原稿がどの用紙サイズのマークにも合わないとき 
は、原稿の中/こ、線をーマークに合わせてください。 

A 4 サイズの原稿を原稿台ガラスにセツトする場合の位置は次のとおりです。 
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3 原稿台ガラスカバーを静かに閉じまず。 

原稿を読み込む準備ができました。 

原稿を ADF にセットずる 

7 原稿をもって端をさばいてから、平らな場所で原稿の縁を揃えまず。 



3 読み取る面を上にして、 ADF に原稿をセットしまず。 



3-4 


























メモ I •複数ページの原稿をセットした場合、原稿は上（先頭ページ）から順に1枚ずつ送り込ま 
れます。 

•原稿のすべてのページが読み込まれるまで、次のジョブを開始しないでください。 

. ADF にセットできる原稿はが下のとおりです。原稿が ADF の容量を超えると、紙づまりが 
発生する場合があります。 

最大30枚、またはカールした用紙を含め厚さ 8 mm が内の重ねた原稿（保証値） 

最大50枚、または力ールした用紙を含め厚さ 8 mm が内の重ねた原稿（温度15で〜27で、 
湿度20%〜80%の場合の参考値） 

ADF の原稿経路 




メモ I . ADF に原稿をセツトすると、スキャンユニツトが上図の位置に移動し、その位置で原稿を 
読み取ります。 

•原稿台ガラスに原稿をセツトすると、スキャンユニットは移動しながら原稿を読み取りま 
す。 
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コンピユータからプリントずる 


4 


CHAPTER 


付属の CD - ROM のプリンタドライパを使ってコンピュータからプリントずる方法を説明し 
まず。 


プリントずる前に 


プリントする前にプリンタドライバをコンピュータにインストールしてください。 

.インストールがお済みでないときは、「セットアップシート」 （ MF 5730 / MF 5750のみ）、 
「セットアップシート（ネットワーク•プリンタ機能設定編)」 （ MF 5770のみ)、または 
「ソフトウェアガイド」の「1章インストールする」を参照してください。 

本製品が通常使うプリンタとして設定されていることを確認してください。 

.本製品が通常使うプリンタとして設定されている場合は、アプリケーシヨンで[印刷]画面を 
開いたときに本製品がプリンタに選択されています。（詳しくは次ページをご覧くださし、） 

本製品が通常使うプリンタに設定されていない場合は次の手順に従ってください。 

1 [プリンタと FAX ] (Windows 98/ Me / 2000の場合は[プリンタ])フオ 
ルダを開きまず。 


• Windows XP/Server 2003で[スタート]に[プリンタと FAX ] がない場合： 

□ タスクバーの[スタート]から[コントロールパネル]をクリックして、[プ 
リンタとその他の八ードウエア]をクリックし、[プリンタと FAX ] をクリツ 
クします。 


• Windows 98/ Me / 2000の場合： 

□ タスクバーの[スタート]から[設定]一[プリンタ]をクリックします。 

と Canon MF 5700 Series アイコンをクリックしまず。 

J [ファイル]メニューから、[通常使うプリンタに設定]をクリックしまず。 
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原稿をプリントずる 


原稿をプリントする手順は次のとおりです。 

1 用紙をカセットまたはマルチフィーダにセットしまず。 

用紙をセットする方法については、「用紙のセット」（一 P .2-3) を参照してください。 

之 アプリケーションで原稿を開きまず。 

3 プリントを実行のコマンドを選びまず。 

通常は、[ファイル]メニューの[印刷]をクリックします。 

[印刷]画面が表示されます。 

4 [印刷]画面の[プリンタ選択]または[プリンタ名]で使用ずるプリンタを 
選択しまず。 

5 [ 詳細設定]または [ プロパティ] をクリックしまず。 

メモ I アプリケーションによっては、使用するプリンタを[印刷]画面の[全般]タブで選択して、 
そのタブシートでプリントの詳細設定を行います 。 (Windows 2000のみ） 

〇 詳細を設定し、 [ OK ] をクリックしまず。 

/ [印刷]または [ OK ] をクリックしまず。 

プリントが開始されます。 

メモ I プリントを中止するには [キャンセル] をクリックします。 


n ンピユ I 夕からプリントずる 
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プリントを中止ずる 


1 [プリンタと FAX ] (Windows 98/ Me / 2000の場合は[プリンタ]) 
フォルダを開きまず。 

□ タスクバーの[スタート]から[プリンタと FAX ] をクリックします。 

• Windows XP/Server 2003で I ：スターりに[プリンタと FAX ] がない場合: 

□ タスクバーの[スタート]から[コントロールパネル]をクリックして、[プ 
リンタとその他の八ードウエア]をクリックし、[プリンタと FAX ] をクリッ 
クします。 

• Windows 98/ Me / 2000の場合： 

□ タスクバーの[スタート]から[設定]一[プリンタ]をクリックします。 


と Canon MF 5700 Series アイコンをダブルクリツクしまず。 


J プリントジョブを右クリックし、[キャンセル]をクリックしまず。 

メモ I 本体の操作パネルの[システム モニタ] を使ってプリントジョブを中止することもできま 
す。（ープリントジョブの確認と削除： P .7-3 ) 


プリント機能の詳細については、「ソフトウェアガイド」の「2章 EP 刷する」を参照して 
ください。 


n ンピユ—夕からプリントずる 
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n ンピユ I 夕からプリントずる 



3 ピーずるには 
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CHAPTER 


コピーの基本操作、画質向上のための設定、拡大/縮ルコピー、その他のコピー機能につい 
て説明します。 


ピーで きる原稿 


コピーできる原稿の種類や設定については、「3章原稿の取り扱い」を参照してくださし、。 


亡コピー操作の流れ 


メモ I . A 4 サイズよりもルさな用紙に続けてコピーした後で A 4 サイズの用紙にコピーすると、コ 
ピーが汚れる場合があります。ちれを防ぐには、1分程度待ってからコピーしてくださし、。 
• ル型サイズの用紙、厚紙*などの用紙にコピーする場合は、コピー速度が通常よりも若干遅 
くなる場合があります。 

* 紙種はメニューで選択します。（一用紙の種類を指定する： P .2-9) 

• 1枚の用紙に熱転写プリンタでプリントし、本製品でコピーをとりたいときは、まずコピー 
をとってください。逆にするとコピーの汚れや紙づまりが発生することがあります。 


. OHP フィルムにコピーするときは、排出された OHP フィルムを1枚ずつ排紙トレイから取 
り除いてください。 

1 原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセツトしまず。 

原稿のセットや読み込みの詳しい方法は、「原稿をセットする」（一 P .3-3) を参照してくだ 

さし、。 


と [コピー]を押しまず。 


3 テンキーを使って、コピー部数を入力しまず。 

最大99部まで入力できます。 
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4 原稿に合わせて設定を行いまず。 

-カセツトまたはマルチフィーダにセツト用紙のサイズと種類を指定します。（一用紙のサ 
イズと種類を指定する（カセツトおよびマルチフィーダに共通）： P .2-8) 

-読み取り解像度を選択するには、[画質]を押します。（一画質 （ 解像度 ） を調節する： P .5-3) 
-読み取り濃度を調節する場合は、[濃度]を押します。（一濃度を調節する（濃さ）： P .5-4) 
-コピー倍率を調節する場合は、[拡大/縮ル]を押します。（ーコピー倍率の設定： P .5-2) 
-ソートコピーあるいは 2 inl コピー機能を行う場合は、[ソート /2 in リキーを押します。 
(一その他の機能： P .5-4) 

5 [スタート]を押しまず。 


メモ I •コピーを中止する場合は、[ストップ/リセット]を押し、ディスプレイの指示に従ってくだ 
さし、。 

[ システム モニタ] を使ってコピーを中止することもできます。 （ー コピージョブの確認と 
削除： P .7-3) 

. ADF で原稿を読み込んでいるときにコピーを中止すると、 ADF に原稿がつまることがあり 
ます。ディスプレイにはくゲン]巧テンケンシテクタ'' サイ >、またはくゲン]ウゲナカ'' スキ'' マス > と表示され 
ます。（一 ADF からつまった用紙を取り除く ： P .9-7) 


ピー倍率の設定 


定形変倍またはズーム変倍を使ってコピーサイズを拡大/縮ルできます。 

定形変倍を使用して拡大/縮小ずる 
7 [拡大/縮ル]を押しまず。 

こ [イト)]または [►(+)] を押して、コピー倍率を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

次の項目から選択できます。 

- 200% MAX . 

-141% A 日 一 A 4 
• 122% A 己一 B 己 
•115% B 5 一 A 4 
• 100 % 

- 86% A 4 一 B 5 
• 81% B 已一 A 5 

- 70% A 4 一 A 己 

- 50% MIN . 





メモ I .メニューのく]ピ-シヨウセッテイ >の<サイス'' ケイレツ〉が<インチ > またはく A > に設定されている場合、定形 
変倍は次のようになります。 

インチ：已0%、64%、78%、100%、129%、200% 

A : 50%、70%、100%、141%、200% 

• 2 inl コピー機能では、定形変倍を使った拡大や縮ルはできません。 

•コピー倍率を100%に戻すには、<トウ A '' イ100%>が表示されるまで[拡大/縮ル]を数回押し、 
[ OK ] を押します。 

ズーム変倍を使って倍率を]00%に戻すこともできます。（ーズーム変倍を使って拡大/ 
縮小する： P .5-3) 

ズーム変倍を使って拡大/縮小ずる 

7 [拡大/縮ル]を2回押しまず。 


こ テンキーを使ってコピー倍率を入力して、 [ OK ] を押しまず。 


ス ーム 5 日- 20 日％ 



8 0 % A 4 

01 

- 8 0 % 

+ 

—► 

an ■□隆モシ/シヤシン 


•コピー倍率は、50〜200%の範囲で1%単位で入力可能です。 

•コピー倍率を入力した後でも、[イト)]または [► (+)] を使ってコピー倍率を調節できます。 
コピー倍率を大きくする場合は [► (+)]、ルさくする場合は[イト)]を押してください。 


メモ I •2 inl コピー機能では、ズーム変倍を使った拡大や縮ルはできません。 

.コピー倍率を100%に戻すには、くトウ八'' イ100%>が表示されるまで[拡大/縮ル]を数回押し、 
[ OK ] を押します。 

定形変倍を使って倍率を100%に戻すこともできます。（一定形変倍を使用して拡大/縮 
ルする： P .5-2) 


ピーの画質を調節ずる 


画質（解像度）を調節ずる 

テキストや写真のある原稿のそれぞれに最適な画質に調節することができます。画質を調節 
するモードには3種類あります。 

7 [画質]を押しまず。 

こ [画質]を繰り返し押してお好みの画質を表示させまず。 

次の項目から選択できます。 

•くが > :文き原稿に適しています。 

• < シャシン> :写真原稿に適しています。 

•くモシ'' /シャシン>:文きと写真の両方を含む原稿に適しています。 










メモ I くが / 外シン > またはぐンヤシン > を設定すると、コピー濃度は自動的に手動モードに切り替わり 
ます。 

濃度を調節ずる（濃さ） 

原稿の濃淡に合わせて、自動または手動で濃度を調節できます。 


■自動調節 


7 [濃度]を2回押して、自動モードを選択し、 [0 K ] を押しまず。 

—シ''卜 

コピー濃度は自動的に調節されます。 

メモ I くシ‘卜''ゥ>を設定すると、画質モードは自動的に<モシ'' >に切り替わります。 


■手動調節 


1 [濃度]を押して手動モードを選択しまず。 


こ [イト)]または [►(+)] を押してコピー濃度を調節し、 [0 K ] を押しまず。 

コピー濃度を薄くするときは、[イト)]を押します。 

コピー濃度を濃くするときは、 [►(+)] を押します。 

-ウスク （□□□□□□■□! □□隆コク+ 


メモ I 濃度を薄くすると、目盛りは左に移動します。濃度を濃くすると、目盛りは右に移動しま 
す。 


その他の機能 


本製品には、次のような便利な機能があります。コピーした用紙をぺージ順に揃えたり、2 
枚の原稿を]枚の用紙にコピーすることができます。 

•ソート 

コピーした用紙をぺージ順に揃えることができます。 

• 2inl 

2枚の原稿を]枚の用紙にコピーします。 

.コピー予約 

プリント中につぎのコピーを予約できます。 


100% A 4 

□□□■• モシ/シヤシン 


01 


10 0 % 

a A 隆 


モシ 


01 


n ピ—ずるには 
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ソ ー K 

ソート機能を使うと、コピーした用紙をぺージ順に揃えることができます。複数ぺージの原 
稿を複数部コピーするときに便利です。 


1部目 2部目 3部目 





■原稿を ADF にセツトずる場合 


1 読み取る面を上にして、 ADF に原稿をセットしまず。 

原稿を ADF にセットする詳しい方法は、「原稿を ADF にセットする」（一 P .3-4) を参照し 
てください。 


之 [ソート/ 2 inl ] を押しまず。 

ディスプレイにくソ-卜> と表示されます。 

メモ I メニューのく]ピ-シヨウセツテイ>のく':/ド' ウソ-レがく刀レに設定されていると、自動的にソートに 

セツトされます。（ーメニューの設定内容 <シ''ド' ウソ-卜> : P .10-4) 


3 テンキーを使って、コピー部数を入力しまず。 


100% ソート A 4 r \ 

モシ~/シトシン_ U 

最大99部まで入力できます。 


4 [スタート]を押しまず。 

原稿の最初のページから読み込みを始めます。読み込みが完了すると、原稿はページ順に 
排出されます。 

メモ I 複数ページの原稿を読み込んでいるときにメモリがいっぱいになった場合は、デイスプレ 
イにく メモリゲイツ八°イ7ス > と表示され、読み込み中の原稿が ADF で停止します。 

原稿を自動的に排出させるには [ OK ] を押してください。 

原稿が排出されない場合、 ADF に原稿がつまっているかもしれません。この場合は 「ADF 
からつまった用紙を取り除く」（一 P .9-7) を参照して原稿を取り除き、原稿をいくつかに 
分けてコピーするか、画質モードを < モシ'' > に設定してからコピーし直してください。 








■原稿を原稿台ガラスにセツトずる場合 


1 1枚目の原稿を原稿台ガラスにセットしまず。 

原稿を原稿台ガラスにセットする方法について詳しくは、「原稿を原稿台ガラスにセットす 
る」（一 P .3-3) を参照してください。 


こ [ソート /2 inl ] を押しまず。 

ディスプレイにくソ-卜> と表示されます。 


3 テンキーを使ってコピー部数を入力しまず。 

最大99部まで入力できます。 


4 [スタート]を押しまず。 

1枚目の原稿が読み込まれ、1部だけプリントします。 


5 原稿の次のページを原稿台ガラスにセットしまず。 


ツキ'' ノへ。-シ '' 

:スタ-卜 

a ミトリシュウリョウ 

:0 K 


6 [スタート]を押しまず。 

次のページが読み込まれ、1部だけプリントします。 

手順5と手順6を繰り返して、全ての原稿を読み込み、1部だけプリントします。 

/ [0 K ] を押しまず。 

残りの部数のプリントが始まります。 


@ メモ！ 複数ページの原稿を読み込んでいるときにメモリがいっぱいになった場合は、ディスプレ 

イに<メモリカ''イッ八°イ7ス> と表示され、読み込みが停止します。 

この場合は[ストップ/リセット]を押して、スタンバイ•ディスプレイに戻り、原稿を 
いくつかに分けてコピーするか、画質モードをくモシ'' >に設定してからコピーし直してくだ 
さし、。 


n ピ—ずるには 
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2inl 

2 枚の原稿を縮ルして]枚の用紙にコピーします。 


原稿 コピー 



■ 2 . 


メモ 1 • この機能は拡大/縮ル機能と一緒に使うことはできません。 

• この機能は用紙サイズがく A 4> またはく LTR > に設定されているときにのみ使用できます。 
• ADF を使用しても、両面巧刷された原稿の両面を読み込むことはできません。 


■原稿を ADF にセットずる場合 

7 読み取る面を上にして、 ADF に原稿をセットしまず。 

原稿を ADF にセットする詳しい方法は、「原稿を ADF にセットする」（一 P .3-4) を参照し 
てください。 

こ [ソート /2 inl ] を2回押しまず。 

ディスプレイに <2 inl > と表示されます。 

J テンキーを使って、コピー部数を入力しまず。 


モシ/シヤシン UJ 

最大99部まで入力できます。 

今[スタート]を押しまず。 


メモ I • ディスプレイに<メモリがイツ八イデ' わと表示されると、読み込み中の原稿が ADF で停止します。 
原稿を自動的に排出させるために [0 K ] を押してください。 

原稿が排出されない場合、 ADF に原稿がつまっているかもしれません。この場合は 、 「ADF 
からつまった用紙を取り除く」（一 P .9-7) を参照して、原稿を取り除いてください。 
































































■原稿を原稿台ガラスにセツトずる場合 


1 1枚目の原稿を原稿台ガラスにセットしまず。 

原稿を原稿台ガラスにセットする方法について詳しくは、「原稿を原稿台ガラスにセットす 
る」（一 P .3-3) を参照してください。 


と [ソート /2 inl ] を2回押しまず。 

ディスプレイに <2 inl > と表示されます。 


3 テンキーを使ってコピー部数を入力しまず。 

最大99部まで入力できます。 


4 [スタート]を押しまず。 

読み込みが始まります。 


5 原稿の次のページを原稿台ガラスにセットしまず。 


ツキ'' ノへ。-シ '' 

:スタ-卜 

a ミトリシュウリョウ 

:0 K 


6 [スタート]を押しまず。 

手順5と手順6を繰り返して、原稿をすべて読み込みます。 

原稿を2枚読み込むごとに、手順3で指定した原稿の部数がプリントされます。 

/ [0 K ] を押しまず。 

メモ I 画像や写真が多い原稿の 2 inl コピーの際に、画質モードを < モシ'' > が外にセットすると、 

ディスプレイにくメモリがイッ八°イデ'ス> と表示され、コピーが中止されます。この場合は、[ス 
トップ/リセット]を押して、スタンバイ.ディスプレイに戻り、画質モードをくモシ'' > に 
切り替えてください。モードを切り替えても原稿によってはくメモリカ'' イッ八イデ'ス> と表示さ 
れ、コピーが中止される場合があります。 


n ピ—ずるには 
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コピー 予約 

プリントをしている間に、次のコピーを予約することができます。 
0 メモ」 メモリには最大10件のコピージョブを保存できます。 


1 プリント中に[ストップ/リセット]を2回押して待受画面に戻りまず。 


@メモ] 次のコピージョブを予約する前に、必ず待受画面に戻してください。 


こ 原稿を原稿台ガラスまたは ADF にセツトしまず。 

原稿をセットする詳しい方法は、「原稿をセットする」（一 P .3-3) を参照してくださし、。 


3 テンキーを使ってコピー部数を入力しまず。 

最大99部まで入力できます。 


4 原稿に合わせて設定を調節しまず。 

-読み取り解像度を選択するには[画質]を押します。い画質 （ 解像度）を調節する： P .5-3) 
-読み取り濃度を調節する場合は、[濃度]を押します。（一濃度を調節する（濃さ）： P .5-4) 
. コピー倍率を調節する場合は、[拡大/縮ル]を押します。（ーコピー倍率の設定： P .5-2) 
.ソートコピーあるぃは 2 inl コピー機能を行う場合は、[ソート /2 inl ] キーを押します。 
(一その他の機能： P .5-4) 


5 [スタート]を押しまず。 

読み込みが始まります。 


メモ I •現在のプリントが完了すると、次のコピーが始まります。 

• 読み込み中にメモリがいっぱいになると、ディスプレイにく メモリカ'' イツ A ° イ7ス > と表示されま 
す。 

ADF で原稿を読み込んでいるときは、読み込み中の原稿が ADF で停止します。原稿を自 
動的に排出させるには [0 K ] を押してください。 

原稿が排出されない場合、 ADF に原稿がつまっているかもしれません。この場合は 、 「ADF 
からつまった用紙を取り除く」（一 P .9-7) を参照して、原稿を取り除いてくださし、。 
く メモリカ''イツ八°イテ''ス > と表示されると、読み込まれた原稿はすべて消去されます。原稿をいく 
つかに分けてにコピーするか、画質モードを下げてからコピーし直してください。 


n ピ—ずるには 
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スキヤンずるには 


CHAPTER 


付属の CD - ROM のスキヤナドライパを使ってスキヤンした原稿をコンピュータに取り込む 
ための基本操作を説明しまず。 


スキヤンずる前に 


スキャンする前に、コンピュータにソフトウェアをインストールしてください。 

.まだインストールしていない場合は、「セットアップシート」 （ MF 5730 / MF 5750のみ）、 
「セットアップシート（ネットワーク•プリンタ機能設定編）」 （ MF 5770のみ）、または 
「ソフトウェアガイド」の「1章インストールする」を参照してください。 

スキャナドライバがコンピュータにインストールされているかは、次の方法で確認できま 
す。 

1 [スキャナとカメラ]フォルダ (Windows 98/ ME / 2000では[スキャナ 
とカメラのプロパティ]画面）を開きまず。 

• Windows XP の場合： 

□ タスクバーの[スタート]から[コントロールパネル]をクリックして、[プ 
リンタとその他の八ードウェア]をクリックし、[スキャナとカメラ]をクリッ 
クします。 

• Windows 98/ ME / 2000の場合： 

□ タスクバーの[スタート]から[設定]一[コントロールパネル]をクリック 
して、[スキヤナとカメラ]をダブルクリックします。 



こ Canon MF 5750/ MF 5770 の名前かアイコンがあることを確認しま 
ず。 





スキャン方法 


原稿をコンピュータに取り込むには、2つの方法があります。 

• TWAIN または WIA (Windows XP ) 対応 Windows アプリケーシヨンを使う 
•本製品の操作パネルの[スキヤン]を使う 

f 原稿台ガラスに原稿を置くほう力 《 、 ADF を使うよりも、きれいにスキヤンできます。 

ここでは本製品の操作パネルの[スキヤン]を使う方法を説明します。操作パネルの[スキヤ 
ン]一[スタート]を押すと、原稿をコンピュータに取り込むことができます。 

7 原稿を原稿台ガラスまたは ADF にセツトしまず。 

原稿をセットする方法について詳しくは、「原稿をセットする」（一 P .3-3) を参照してくだ 

さし、。 


2 [スキヤン]を押して[スタート]を押しまず。 


起動するプログラムを選択する指示が表示されたときは、く MF Toolbox Ver 4.7> を選択し 
ます。 

スキヤンが始まります。 

MFToolbox と MFToolbox 設定ダイアログボックスが開きます力[スタート]を押さな 
くても原稿のスキヤンが始まります。 

読み取った原稿は設定にしたがって処理されます。 

[スタート] を押すと、自動的に [マイドキュメント] フォルダの [マイ ピク チヤ] フォル 
ダに読み取り日付のフォルダが作成され、原稿はこのフォルダに保をされます。 [マイ ピク 
チヤ] フォルダがないときは、読み取り日付のフォルダは [マイドキュメント] フォルダの 
中に作成され、原稿はこのフォルダに保をされます。 


スキャン機能の詳細については、「ソフトウェアガイド」の「3章原稿をスキャンする」を 
参照してください。 


スキヤンずるには 
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システムモニタ 


CHAPTER 


メモリに保存されているジョブの状況を確認し、確認や削除ずる方法について説明しまず。 


メモリに保存されているジョブの状況を確認ずる 


メモリに保存されているコピー、ファクス\プリント、レポートジョブを確認したり削除 
したりするには、[システムモニタ]を使います。 

[システムモニタ]を押すと、ディスプレイはモードによって、次の順にジョブ状況を表示 
します。 


コピーモード時 
-] ピ-シ‘ヨウキヨウ 
-、ソウシンシ‘ヨウキヨウ* 

-ツウシンルキ* 

-プリントシ'' ヨウキヨウ 
-レが-トシ'' ヨウキヨウ 
*MF 5750 /MF 5770 のみ 


ファクスモード時 
-、ソウシンゾヨウキヨウ 
-ツウシンリレキ 
-プリントシ'' ヨウキヨウ 
-レが-トシ‘ヨウキヨウ 
- 〕ピ-シ‘ヨウキョウ 


メモ I スキヤンモードでは、[システムモニタ]は使用できません。 

ファクスジョブの確認と削除 

夕の手順で送受信の状況を確認できます。 

1 [ システムモニタ]を押しまず。 

之 [◄トリまたは [► (+)] を押してくツウシン'/ョウキョわを選択し、 [ OK ] を押しま 
ず。 

メモ I •ジョブがないときは、く、ソウシンチュウノブ' ンショ八アリ7セン > と表示されます。 

.ファクスジョブが1つだけのときは、手順4に進みます。 

.ディスプレイに表示されている受付番号と < TX / RX > は次のとおりです。 

-く000レ〜 <4999>:送信ファクス ( TX ) 

•く500レ〜く9999>:受信ファクス （ RX ) 
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3 [◄(-)] または [► (+)] を押してファクス/電話番号を確認しまず。 


メモ I ファクスの宛先が複数の場合（同報送信）、最初に入力したファクス/電話番号だけが表 
示されます。 


4 ファクスジョブを削除ずる場合は、 [0 K ] を押しまず。 

メモ I 同報送信のファクスジョブを削除すると、指定されたどの宛先にもファクスは送信されま 
せん。 


5 ジョブの削除を確定ずる場合は、 [◄(-)] を押してく w > を選択しまず。 

メモ I ジョブの削除を取り消すには、 [►(+)] を押してくイイいを選択します。一度削除したジョ 
ブは元に戻すことができません。 

〇 [ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


メモ I ファクス情報について詳しくは、「ファクスガイド」を参照してください。 

通信結果を確認ずる 

次の手順で通信結果を確認できます。 

1 [ システムモニタ]を押しまず。 

之 [イト)]または [►(+)] を押してくツウシンルキ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

メモ I ジョブがない場合は、くウケツケ A '' ン]''ウカク ニ ン > が表示されます。 

3 [◄(-)] または [►(+)] を押して通信結果を確認しまず。 


4 [ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 













コピージョブの確認と削除 

1 [ システムモニタ]を押しまず。 

と [◄トリまたは [► (+)] を押してく]ピ-シ"ヨウキヨゥ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 


メモ I .ジョブがない場合は、く]ピ-ゾョブ'八アリ7セン > が表示されます。 

•コピージョブが1つだけのときは、手順4に進みます。 

J [◄(-)] または [►(+)] を押してジョブ番号と、コピー部数を確認しまず。 

ジョブ香号 


1 



0 0 01 

木 

12:00 

2 X 

1 


1 

1 


1 コピー あたりの コピー 部数 
ぺージ数 


4 コピージョブを削除ずる場合は、 [0 K ] を押しまず。 

5 ジョブの削除を確定ずる場合は、 [◄(-)] を押してくパイ>を選択しまず。 

メモ I ジョブの削除を取り消すには、 [►(+)] を押してくイイ1>を選択します。一度削除したジョ 
ブは元に戻すことができません。 

6 [ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 

プリントジョブの確認と削除 

7 [ システムモニタ]を押しまず。 

こ [◄(-)] または [► (+)] を押してくプリントシ' ヨウキヨゥ> を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 


メモ I •ジョブがない場合は、くプいトシ'' ョブ八アリ7セン > が表示されます。 
.プリントジョブが1つだけのときは、手順4に進みます。 


シ t ' OK ムモニタ 
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3 [◄(-)] または [►(+)] を押してファイル名を確認しまず。 

4 プリントジョブを削除ずる場合は、 [0 K ] を押しまず。 

5 ジョブの削除を確定ずる場合は、 [◄(-)] を押してく财>を選択しまず。 

メモ I •ジョブの削除を取り消すには、 [►(+)] を押してくイイいを選択します。一度削除したジョブ 
は元に戻すことができません。 

. ディスプレイには、 ASCII コードの文きが表示されます。 ASCII コードが外の文きを使用す 
ると、正しい文字が表示されない場合があります。 

〇 [ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 

レポートジョブの確認と削除 

1 [ システムモニタ]を押しまず。 

之 [イト)]または [► (+)] を押してくレ f -トシ' ョウキョわを選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

メモ I •ジョブがない場合は、くレが-トシ‘ョブ' 八アリ7セン > が表示されます。 

.レポー ト ジョブが1つだけのときは、手順4に進んでください。 

J [◄(-)] または [►(+)] を押してレポートを確認しまず。 

4 レポートジョブを削除ずる場合は、 [0 K ] を押しまず。 

5 ジョブの削除を確定ずる場合は、 [◄(-)] を押してく财>を選択しまず。 

メモ I ジョブの削除を取り消すには、 [►(+)] を押してくイイいを選択します。一度削除したジョ 
ブは元に戻すことができません。 


6 [ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 









曰常のタンテナンス 
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CHAPTER 


日常のお手入れ、トナーカートリッジの交換、本製品の移動の方法について説明しまず。 


曰常のお手入れ 


本製品には定期点検の必要はありません。ここでは本製品のお手入れの手順を説明します。 

A 注意•本製品の外側や原稿台ガラスを清掃する前には、必ず電源コードを抜いてください。 

• メモリに保をされた受信済みファクスは、すべてプリントしてから電源コードを外してく 
ださい。原稿は約3分しかバックアップされません。 （ MF 5750 / MF 5770 のみ） 
.ティッシュペーパー、紙タオルなどを清掃に使用しないでください。これらは本体内部に 
付着したり、静電気発生の原因になることがあります。表面を傷つけないように柔らかい 
布をお使いください。 

•シンナーやベンジン、アセトーンなどの溶剤、および他の化学クリーナーは、本体内部の 
部品を長傷することがあります。絶対に使わないでください。 

本体のお手入れ 

水または薄めた中性洗剤を含ませて、かたく絞った布で本製品の表面を拭いてください。 

読み取りエリアのお手入れ 

読み取りエリア（淡色部分）は水を含ませて、かたく絞った布で拭いてから、清潔な布でか 
ら拭きしてください。 
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ADF エリアのお手入れ 

ADF を使って原稿を給紙すると、出力紙に黒いスジが出る場合があります。これは原稿台 
ガラスの読み取りエリア（淡色部分）に付着したのり、インク、修正液などの異物が原因で 
す。柔らかく清潔なホで読取部を拭いてください。出力紙に黒いスジが出る箇所は、特に T 
寧に清掃します。 

読取部の巧れが落ちにくい場合は、水または薄めた中性洗剤を含ませたホで拭いてから、別 
の乾いた布で拭いてください。 


のり、 



インク、修正液などの異物が原稿読み取りガラスを巧損することがあります。これがコ 
ピーに黒いスジが出る原因です。原稿を ADF にセツトするときは、原稿に付着したのり、 
インク、修正液が完全に乾いていることを確かめてください。 


•原稿台ガラスの読み取りエリアを清掃するときには、 ADF 中央にある白い口ーラを傷つけ 
ないようにを意してください。 


カートリッジの交換時期 


力ートリッジは消耗品のため、トナーがなくなったら交換してください。 

プリントした用紙に白いスジや色の薄い帯が現れたときは、トナーが残り少なくなっていま 
す。 
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重要 


トナーカートリツジ交換の際は、必ず本プリンタき用のトナーカートリツジを使用して下 

さし、。 


メモ1 「力ートリツジの取り扱いと保管」卜 P .8-4) であらかじめ力ートリツジの取り扱い方法 
をお確かめください。 


1 本製品からカートリッジを取り出しまず。 


こ力ートリ ツジをゆっくりと数回振って、トナーを均一にならしまず。 



J カートリッジを本製品に取り付けまず。 

4 数枚テストコピーを取りまず。 

• コピーが正常に行われているときは 

力ートリッジをそのままお使いいただけます。ただしずぐに新しい力ート 
リッジを用意してください。 

• まだ白いスジや色の薄い帯が現れるときは 

□ 新しい力ートリッジと交換してください。 

力ートリッジの交換方法は「力ートリッジを交換する」（一 P .8-6) を参照し 
てください。 


曰常のメンテナンス 


8-3 







プリント枚数 

1本の力ートリッジでプリントできるおよその枚数について説明します。 


■およそのプリント枚数 

キヤノン純正品 Cartridge U :約2,500枚 （ A 4 で EP き率5%*) 

*「 A 4 で EP き率5%」とは、 A 4 サイズの用紙全体に対してトナーでカバーされる面積が5%で 
あることをいいます。 

.実際にプリントできる枚数は濃度設定、室温、湿度などによって変わります。 

•色の濃いプリントや写真を多数含む原稿を大量にプリントすると、前述した枚数より早く 
トナーが消費されます。 

原稿台ガラスカバーを開いたままプリントすると、トナー消費量が増えます。 

.サイズのルさな原稿や EP き率が少ない原稿をプリントするときは、前述した枚数よりも多 
くの枚数プリントできる場合があります。ただし、同じカートリッジを長い期間使用し続 
けると、プリントされた用紙に色の濃い帯が現れることがあります。 


機種名 

同捆品/交換品 

対応するキヤノン純正カートリツジ 

印字枚数 

MF 5730/5750/5770 

同捆品 

Canon Cartridge U Starter 

A 4 サイズで約]，500枚 

交換品 

Canon Cartridge U 

A 4 サイズで約2,500枚 


カートリツジの取り扱いと保管 

最適なコピー品質を得るためのを意事項について説明します。 


■取り扱い上の注意事項 


A 警告 • トナーが発火してやけどや火災の原因になることがあるので、カートリッジを火の中に投 
げ入れないでください。 

•カートリッジはわずかに磁気を発生します。瓜臓ペースメーカーをお使いの方や体に不調 
を感じた方はカートリッジから離れて医師にご相談ください。 


重要 


絶対に力ートリツジを分解したり遮光シャツターを開いたりしないでくださし、。 










メモ I •温度のおい屋外から暖かい部屋に本製品を移動した場合や、部屋を急激に暖房すると、内 
部に結露が生ずる場合があります。 

この状態でお使いになるとコピーが完全に黒くなるなどプリント品質が低下するおそれ 
があります。 

このような場合には、本製品を2時間が上放置して室温に慣らしてからお使いください。 

•力ートリツジを取り扱う際には、トナーが手や衣類につかないようにごを意ください。巧 
れがついたときはただちに冷水で洗ってください。温水で洗うとトナーが定着して、ミちれ 
が落ちなくなります。 

•力ートリツジは図のようにラベル （ A ) が上になるようにして持ってくださし N 。 遮光シャツ 
夕一 (B) を無理に動かしたり押したりしないでください。 




■保管上の注意事項 


A 警告力ートリツジやコピー用紙は火のそばに保管しないでください。トナーやコピー用紙に引 
火してやけどや火災の原因になることがあります。 

A ま意 カートリツジその他の消耗品は子供の手の届かない場所に置いてください。トナーなど吸 
い込んだ場合は、ただちに医師の診察を受けてください。 


i 重要 


•カートリツジはラベル面を上にして保護袋に入れてくださし N 。 袋に入れたカートリツジは 
捆包箱に入れてください。未使用のカートリツジを直射日光に当てないでください。 
•-部使用ミ斉み/開封ミ斉みの力ートリツジは、ラベル面を上にして保護袋に入れてください。 
袋に入れたカートリツジは捆包箱に入れて、直射日光が当たらないよう保管してくださ 
い。 

.カートリツジは暖房器具や加湿器の前に保管しないでください。温度が40でを超えない 
場所に保管してください。 

• 推奨保管温度は次のとおりです。 

•温度 ：0° C 〜35 °C 
•相対湿度： 35%〜85% 

.本体を廃棄する場合は、トナーカートリツジを必ず本体から取り外してください。 
•力ートリツジを立てて置いたり、逆さにしたりしないでください。 



8-5 

















■一部使用済みカートリツジを保管ずる 

本体から力ートリツジを取り外したときは、次の説明にしたがって力ートリツジを保管して 
くださし^。カートリツジはラベル面を上にして保護袋に入れてください。袋に入れたカート 
リツジは栖包箱に入れてください。栖包箱のふたはしっかりと閉じてください。 

カートリツジの保護袋や栖包箱がないときは、カートリツジを暗所に保管してください。 

■使用済みカートリツジをリサイクルずる 

地球の天然資源を有効利用するとともに環境を保護するため、使用済みカートリツジは購入 
店に返却してリサイクルすることを奨励しています。 


力ートリッジを交換ずる 


カートリッジの交換方法につぃて説明します。カートリッジを交換する前に、必ず「カート 
リッジの交換時期」（一 P .8-2) をお読みくださぃ。 

メモ I 「力ートリッジの取り扱ぃと保管」い P .8-4) であらかじめ力ートリッジの取り扱ぃ方法 
をお確かめくださぃ。 

1 フロントカバーを開きまず。 



こ 本体からカートリツジを取り外しまず。 



曰常のメンテナンス 
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3 カートリッジを保護袋から取り出しまず。 


@ メモ！ 保護袋は保をしておいてください。後で本製品からカートリツジを取り外す際に必要とな 
ります。 


4 力ートリ ツジをゆっくりと数回振って、トナーを均一にならしまず。 



5 カートリッジを平らで安定した台などに置き、片手でカートリッジを押 
さえながら、もう一方の手でタブ （ A ) を折り曲げ、テープ （ B ) を完全に 
引き抜きまず。 

タブ本体を力ートリツジから外してから引き抜いてください。 



CMM テープは上や下に引かないでください。シーリングテープが途中で切れ、完全に引き抜け 
なくなることがあります。 


曰常のメンテナンス 


8-7 











6 カートリツジ両側の突起 （ A ) を本体内部のガイド （ B ) に合わせ、カート 
リツジをゆっくりと本体に押し込みまず。 

説明ラベルおよび矢印 （ C ) が上を向くようにカートリツジを持ち、カートリツジが完全に収 
まるまで水平に押し込んでください。 


B A B 



/ フロントカバーを閉じまず。 

メモ I ディスプレイに < 力-トリッジ' ヲセットシテクタ'' サイ > と表示されたときは、フロントカバーをいったん 

開いてから開じて本製品をリセットしてください。 


曰常のメンテナンス 
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本製品を移動ずるとき 


本製品を移動する前に、必ず電源コードを外してください。本製品が振動を受ける可能性が 
ある場合（長距離を移送する場合など）は、下記のを意事項に従ってください。本製品が損 
傷したり、プリント品質が低下するおそれがあります。 

7 電源コードを外しまず。 


と 本製品を電話またはコンピュータに接続している場合は、電話回線また 
はプリンタケーブルを外しまず。 


J フロントカバーを開きまず。 


今カートリッジの端を持って、本体から取り外しまず。直射日光を防ぐた 
ゆに、力ートリツジは購入時に収められていた保護袋に入れてください。 


5 フロントカバーを 閉じまず。 


6 カセットを完全に引き出して、延長カバーを本体から外しまず。 


7カセツトから延長カセツトを外しまず。 


8 カセットを本体に戻しまず。 


9 排紙トレイを押し込んでから、給紙トレイを閉じまず。 


曰常のメンテナンス 


8-9 



本体を運搬ずる 



カセツトを完全に引き出して、延長カバーを本体から外します。 

排紙トレイを押し込んでから、給紙トレイを閉じます。 

図のように本体両側の指かけをつかみ、を意して持ち上げます。 

ik 注意 本体を運搬する際には、必ず図の位置を持ってください。本体を落としてけがをするおそ 
れがあります。 

本製品を自動車で移送ずる 



購入時の栖包材と箱を使って本体を栖包します。 
本体を水平で安定した場所に置きます。 


•本製品を車内に長時間放置しないでください。車内は非常に高温または低温になる場合力 《 
あります。 

•起伏の多い道路は避けてください。ひどい振動を受けると、本製品が長傷したり、プリン 
卜品質が低下するおそれがあります。 

• 本製品にカバーをかけてください。直射日光が当たった状態で本製品を放置しないでくだ 

さし、。 

•本製品を移送する際には、購入時に捆包されていた捆包箱をお使いください。 

•購入時の捆包箱を使用する際には、電源コードなどを ADF の上に置かないでください。 
ADF が破長するおそれがあります。 


曰常のメンテナンス 
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因 


つたとまには 



本製品が正常に動作しない場合やその対処のしかたについて説明しまず。問題が解決でぎな' 
い場合の対処のしかたについても説明しまず。 



用紙がつまったときには 


つまった紙を取り除く方法を説明します。 


本体内部のつまった紙を取り除く 

本体内部で用紙がつまると、ディスプレイにくヨウシカ‘ 、、が佩う〉 と表示されます。 

A 注意 本体内部とカートリツジには、高圧や高温になる部分があります。内部を点検する際には、 
やけどや感電をしないように十分にミ主意してください。 


メモ I 本体内部からつまった用紙を取り除く際は、つまった用紙のトナーが手や衣類につかない 
ようにごを意ください。汚れたときはただちに冷水で洗ってください。温水で洗うと卜 
ナーが定着して、巧れが落ちなくなります。 


1 フロントカバーを開きまず。 
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2 力ートリ ツジを取り外しまず。 



重要 


.本体内部に触れる際は、時計、ブレスレット、指輪などを外しておいてください。内部の 
部品と接触して、損傷する場合があります。 

•本製品が損傷するおそれがあるので、搬送ローラ （ B ) の左端にあるピン ( A ) に触れないでく 
ださい。 



•つまった用紙を取り除くときに、搬送ローラに触らないでください。指の油分やひっかき 
傷がつくと、プリント品質が低下する原因になります。 


メモ I カートリッジに5分が上光が当たらないようにしてくださし光にさらさないように、必 
要に応じて購入時の保護袋に入れるか、厚手の布でくるんでください。 

J フェイスアップカバー （ A ) を開いて、フェイスアップ排紙エリアの両側 
にある緑色の用紙解除レバー （ B ) を押し下げまず。 
























4 


つまった用紙の両端を持って、ゆっくり内側に引っ張り、静かに引き出 
しまず。 



5 プリント面を内側にして用紙の先端を外側に巻いてから、用紙を静かに 
本体の外に引き出しまず。 



6 用紙の先端が見えていてまだ定着エリアに引き込まれていない場合、用 
紙を手前に引いて内側に卷いてください。 
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•つまった用紙を上に引っ張らないでください。用紙についたトナーがプリンタに付着し 
て、プリント品質が低下する原因になります。 



7排紙ローラの間にあるつまった用紙を、先端が見えるまで静かに引っ張 
りまず。 










































8 用紙を排紙ローラからまっすぐ引き抜きまず。 



つまった用紙がひどく折れ曲がっている場合は、用紙を伸ばしてから引き抜いてください。 



9 フロントカバーを 閉じまず。 

10 カセツトを完全に引き出しまず。 


困つたときには 
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つまった用紙の両側を持って、矢印の向きにゆつくりと引き抜きまず。 


カセツトを使って用紙がつまった場合 



• マルチフィーダを使って用紙がつまった場合 



12 用紙解除レバーを元の位置に戻して、フェイスアップカバーを閉じまず。 

f 重3 .必ず用紙解除レバーを元の位置に戻してください。レバーを下げたままでは動作しませ 
ん。 

.プリント中は絶対に用紙解除レバーを下げないでください。固定部分が損傷するおそれが 
あります。 

13 カートリッジを元どおり入れてから、フロントカバーを閉じまず。 

詳細は「カートリッジを交換する」（一 P .8-6) を参照してください。 

f 軍 a カートリッジを交換してフロントカバーを閉じると動作可能になります。動作可能な状態 
に戻らない場合は、用紙解除レバーが元の位置に戻っている力、、つまった用紙が残ってい 
ないかを確認してください。 


14 カセツトを本体に入れまず。 


困つたときには 
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ADF からつまった用紙を取り除く 

ADF 内で原稿がつまると、ディスプレイにくゲン〕ウヲテンケンシテクタ'' サイ> またはくゲンコウカ‘ナカ'' スキ'' マス> 
と表示されます。 

メモ I 原稿台ガラスカバーは、紙づまりが解消されるまで開けないでください。用紙がつまった 
まま開けると、原稿と用紙を傷めることがあります。 


1 ADF を開いて、つまった用紙を ADF から静かに取り除きまず。 



こ スライドガイドを一杯に開いて、スライドガイドに引っ掛からないよう 
に用紙を取り除きまず。 ADF を開いて、つまった用紙を ADF から静か 
に取り除きまず。 



J ADF を開いて、つまった紙を排紙トレイから静かに取り除きまず。 



メモ I つまった用紙を取り除いた後は、原稿の端を揃えてから ADF にもう一度セツトしてくだ 

さし、。 


困つたときには 


















ディスプレイの表示 


ジョブの実行中やエラーが発生すると、ディスプレイにメッセージが表示されます。 
一般的なメッセージとコピーおよびプリント機能に関するメッセージについて説明します。 
ファクス機能に関するメッセージについては、「ファクスガイド」の「7章困ったときに 
は」を参照してください。 


チヨウセイチけスキヤンスタ-トヲ ヌッテイヌス 


原因電源コードがつながったばかりなのでコピーの準備ができていない。 


処置しばらく待ってください。電源を入れた直後は原稿をスキャンできません。 


ゲン]巧テンケンシテクダサイ 


原因1 ADF に紙が詰まっている。 


処置 ADF から原稿を取り除いてください。（一 ADF からつまった用紙を取り除く： 
P .9-7) 

原稿が長すぎたり短すぎたりしないか確認します。（一使用可能な原稿： P .3-1) 


原因2 ADF ローラが原稿を送らずに空転している。 


処置本体にセツトする前に用紙の縁をさばき、原稿の縁を平らな面で揃えてくださし、。 


3ウシノサイス' ヲチ I ック 


原因 I カセットまたはマルチフィーダにある用紙のサイズがメニューの 
くヨウシセッテイ> で指定した用紙と違う。 

処置正しいサイズの用紙をセットするか、メニューのくヨウシセッテイ>のくヨウシサイス‘ >を変更 
します。（一用紙のセット： P .2-3 または用紙サイズを指定する： P 2-8 ) 
フロントカバーを開閉して本製品をリセットします。 


1 リンタヲテンケンシテクタ'' サイ 


原因本体にエラーが発生している。 


処置フロントカバーを開閉して本製品をリセットします。メッセージが消えない場合 
は、本製品の電源を切って、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談 
センターにご連絡ください。 


困つたときには 
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力八’-力’シ7ッテイなン 


原因フロントカバーが完全に閉じていない。 


処置フロントカバーが完全に閉じているか調べてくださし、。 


ゲン]ウカ' ナカ'スキ'マス 


原因原稿が] m より長い、または正しく給紙されていない。 


処置原稿の長さを] m が下にしてください。 


力-トリッシ'ヲかットシテクダサイ 


原因力ートリツジが装着されていないか、正しく装着されていない。 


処置カートリッジを正しく装着してください。（ーカートリッジを交換する： P .8-6) 


乂モリがイツがイ7ス 


原因]」大量の原稿をセツトしている状態でソートコピーや 2 inl コピー機能を設定したた 
めに、本体のメモリがいっぱいになった。 

処置原稿を分割して、各部分を別々にコピーしてください。 

ADF で原稿を読み取っているときにく メ刊ゲイツ八°イデ' ス > が表示されると、読み取り 
中の原稿が ADF で停止します。原稿を自動的に排出させるために [0 K ] を押して 
くださし、。 

原稿が排出されない場合、 ADF に原稿がつまっているかもしれません。この場合 
は、 「 ADF からつまった用紙を取り除く」（一 P .9-7) を参照して、原稿を取り除 
いてく ださし、。 


原因2| 11件が上のコピーを予約しようとした。 

処置本製品は]0件までコピーを予約できます。現在のジョブが終了するまで待つか、 
予約されたコピージョブを[システムモニタ]で取り消してください。 


プリンタテ' -夕 I ラ- 


原因実行中のジョブをキャンセルしたとき、次に実行するジョブもキャンセルされた。 


処置次に実行するはずのジョブがスプールリストから削除されていないかを確認して 
ください。 US 目ケーブルを抜き差しするか、電源を入れ直してエラーメッセージ' 
を消去してください。 


困つたときには 
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トレイがイツ八°イテ'ス 


原因排紙トレイが用紙でいっぱいになっている。 


処置プリントされた原稿を排紙トレイから取り除いてくださし、。 


3ウシがツ7リマシタ 


原因紙がつまっている。 


処置つまった紙を取り除いて（一用紙がつまったときには： P .9-1) 、カセットまたは 
マルチフィーダに用紙をセットし直してください。つぎにフロントカバーを開閉 
して本製品をリセットしてください。 


3ウシがアリ7セン 


原因カセツトやマルチフィーダに用紙がセツトされていない。 


処置カセットまたはマルチフィーダに用紙をセットしてください。（一用紙のセット： 
P .2-3) 

カセットの用紙がカセットの収容枚数を超えないようにしてください。 

用紙をマルチフィーダに]枚ずつセットしてください。 

コピー中に用紙をセットする場合は、サイズの異なる用紙をセットしないでくだ 

さし、。 

ディスプレイの2行目にくカセット > またはくトレイ > というメッセージが表示され、用紙 
サイズが表示される場合があります。この場合には、カセットまたはマルチフィー 
ダに該当するサイズの用紙をセツトしてください。 


システム I ラ- 
Exxx * * 


原因本体に何らかのエラーが発生している。 


処置電源コードをコンセントから抜いて3〜5分ほど待ち、もう]度電源につなぎま 
す。これで問題が解消しない場合は、電源コードをコンセントから抜いて、キヤ 
ノンお客様相談センターにご連絡ください。 

* xxx は番号です。 


困つたときには 
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トナ-カスクナクナリマシタ** 


原因 トナーが残り少なくなっている。 


処置力ートリツジを外し、数回ゆすってトナーを均一にならした後、本体に戻します。 
(ーカートリツジの交換時期： P .8-2) 

** MF 5750 / MF 5770のみ。 


給紙のトラブル 


用紙がラまく給紙されない 


原因1 カセットやマルチフィーダの用紙は、適切な枚数ですか？ 


処置カセットまたはマルチフィーダの用紙が、セットできる枚数をオーバーしないよ 
うにしてください。（一用紙のセット： P .2-3) 


原因21用紙は正しくセットされていますか？ 


処置カセットの用紙やマルチフィーダの用紙が正しくセットされていることと、ペー 
パーガイドが正しく調節されていることを確かめてください。（一用紙のセット： 
P 2-3) 


原因3 カセットが本体に正しく差し込まれていますか？ 


処置カセットは奥までしっかり差し込んでください。カセットが傾いていたり、斜め 
に差し込まれていないか確認してください。 


用紙が斜めに送られる（プリントが曲がっている） 


原因用紙は正しくセツトされていますか？ 


処置]カセットの用紙やマルチフイーダの用紙が正しくセットされていることと、ぺ一 
パーガイドが正しく調節されていることを確かめてください。（一用紙のセット： 
P 2-3) 

処置2 排紙口がふさがれていないか確認してください。 


困つたときには 
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用紙が重なって送られる 

用紙は正しくセットされていますか？ 

カセットの用紙やマルチフィーダの用紙が正しくセットされていることと、ペー 
パーガイドが正しく調節されていることを確かめてください。（一用紙のセット： 
P .2-3) 

カセットにセットする前に、用紙をさばきましたか？ 

用紙をさばいてからカセットにセットしてください。さばくことで用紙が重なる 
のを防ぎます。 

カセットやマルチフィーダにセットされている用紙は、適切な枚数ですか？ 

カセットまたはマルチフィーダの用紙が、セットできる枚数をオーバーしないよ 
うにしてください。（一用紙のセット： P .2-3) 

カセットやマルチフィーダに用紙を無理に入れないでください。 

マルチフィーダには用紙を]枚ずつセットしてください。 

カセットやマルチフィーダにセットされた用紙は、1種類だけですか？ 

1種類の用紙だけをセットしてください。 

本製品に適した用紙をセットしてください。（一「2章用紙の取り扱い」） 

OHP フィルムがラまく送られない 

OHP フィルムは正しくセットされていますか？ 

カセットやマルチフィーダの OHP フィルムが正しくセットされていることと、 
ぺーパーガイドが正しく調節されていることを確かめてください。（一用紙のセッ 

卜： P 2-3) 

適切な OHP フィルムがマルチフィーダにセットされていますか？ 

カラーコピー機用の OHP フィルムは使わないでください。紙づまりの原因になり 
ます。キヤノン推奨の OHP フィルムをお使いください。 

給紙される用紙がカールずる 

適切な用紙がセットされていますか？ 

カセットやマルチフィーダに適切な用紙がセットされているか確認してくださ 
し、。（一で章用紙の取り扱い」） 


jk _ S 
処置 


原因2 
処置 


原因1 
処置 


処置2 
処置3 
原因4 
処置1 
処置2 


原因3 
処置] 


原因2 
処置 


原因1 
処置 


困つたときには 
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用紙がバラバラに排出される 


原因適切な用紙がセットされていますか？ 


処置1カセツトやマルチフィーダに適切な用紙がセツトされているか確認してくださ 
し、。（一で章用紙の取り扱い」） 

処置2 メニューのくヨウシセツテイ>のくカミシュ>で適切な用紙の種類が選択されているかどう力、 
確認してください。（一用紙の種類を指定する： P 2-9) 


紙づまりが繰り返し起こる 


原因1 適切な用紙がセツトされていますか？ 


処置お使いの用紙のサイズ、厚さ、種類を確認してください。（一使用可能な用紙： 
P 2-1) 


原因2| 適切な用紙が正しくセットされていますか？ 

処置用紙をさばいてからカセットにセットしてください。さばくことで用紙が重なる 
のを防ぎます。 


原因3 排紙トレイに障害物がありませんか？ 


処置]排出された用紙を排紙トレイに戻さないでください。（ーフェイスダウン排紙エリ 
ァ： P 2-11) 

処置2 用紙が外のものを排紙トレイに置かないでください。（ーフてイスダウン排紙エリ 
了-. P 2-11) 


原因4 本製品は適切な場所に設置されていますか？ 


処置本製品が適切な場所に設置されているか確認してください。（本製品の仕様につし、 
ては、「仕様」（一 P .11-1) を参照してください。安全上の警告やを意については、 
「安全にお使いいただくために」（一 P . xi ) を参照してください。） 


困つたときには 
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封筒がラまく送られない 


原因1 封筒は正しくセツトされていますか？ 


処置封筒が正しくセットされているかどうか確認してください。（一封筒をマルチ 
フイーダに セット する： P 2-7) 

マルチフイーダには]枚ずつ封筒をセットしてください。 


原因2 適切な封筒がセツトされていますか？ 


処置推奨封筒 aS 0- C 5、 洋形4号、洋形2号）をマルチフィーダにセットしてくださ 
し、。（一封筒をマルチフィーダにセットする： P .2-7) 


ピーのトラブル 


コピーで きない 


原因]カートリッジは正しく装着されていますか？ 


処置カートリッジが正しく装着されているか確認してください。（ーセットアップシー 
卜 （ MF 5730 / MF 5750 のみ)、セットアップシート（本体設置編） （ MF 5770 の 
み）「力ートリツジをセツトする」） 


原因2 カートリツジのシールテープをはがしてありますか？ 


処置力ートリッジのシールテープをはがしてください。（ーセットアップシート 
( MF 5730 / MF 5750のみ）、セットアップシート（本体設置編） （ MF 5770のみ） 
「力ートリツジをセツトする」） 


原因3 カセツトは本体に正しく差し込まれていますか？ 


処置カセットは奥までしっかり差し込んでください。（ーセットアップシート 
( MF 5730 / MF 5750のみ)、セットアップシート（本体設置編） （ MF 5770のみ） 
「カセツトの組み立ておよび用紙のセット」） 


原因4 電源コードを本体に接続したばかりですか？ 


処置少しお待ちください。電源コードの接続直後は原稿を読み取れません。 


原因5 原稿は正しくセツトされていますか？ 


処置1原稿を取り出して、必要であれば重ねて、 ADF に正しくセットしてください。（一 
原稿を ADF にセットする： P .3-4) 

処置2 ADF が開じていることを確認してください。 


困つたときには 
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原因 6 節電モードは解除されていますか？ 


処置節電モードでは、原稿を読み取りません。節電モードを解除するには、[節電]を 
押してください。 


ADF で給紙した後、原稿に黒いスジが現れたり巧れて見える。 


原因原稿台ガラスの読み取りエリアは巧れていませんか？ 


処置原稿台ガラスの読み取りエリアを清掃してください。（一 ADF エリアのお手入れ: 
P .8-2) 


プリント品質のトラブル 


プリント品質がよくない。プリントが不鮮明、ドットが欠けている、白いスジが入る 


原因]お使いの用紙のサイズ、厚さ、種類は本製品の仕様の範囲内ですか？ 


処置お使いの用紙が本製品に仕様に対応しているかどうか確認してください。（一使用 
可能な用紙： P 2-1) 


原因21力ートリツジは正しく装着されていますか？ 


処置カートリッジが正しく装着されているか確認してください。（ーセットアップシー 
卜 （ MF 5730 / MF 5750 のみ)、セットアップシート（本体設置編） （ MF 5770 の 
み）「カートリッジをセツトする」） 


原因3 力ートリッジにトナーが残っていますか？ 


処置 「力ートリツジの交換時期」（一 P .8-2) を参照して、必要に応じて力ートリツジを 
交換してください。（ーカートリッジを交換する： P .8-6) 


原因4 濃度は正しく調節されていますか？ 


処置[濃度]で正しく調節してください。（一濃度を調節する（濃さ）： P .5-4) 


困つたときには 
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コピーが巧い 


原因1 原稿台ガラスや原稿台ガラスカバーが巧れていませんか？ 


処置原稿台ガラスや原稿台ガラスカバーを清掃してくださぃ。い読み取りエリアのお 
手入れ： P .8-1) 


原因2 カートリツジが損傷していませんか？ 


処置カートリッジに傷がある場合は、新しいカートリッジと交換してくださし、。 
(一力ートリッジを交換する： P .8-6) 


原因 3] 本製品は室温に慣らしてありますか？内部で結露が発生している場合がありま 
す。 

処置本製品を使用する前に、2時間が上室温に慣らしてください。 


原因4 本製品はを定した場所に設置されていますか？ 


処置本製品を適切な場所に設置してください。（一安全にお使いいただくために： P . xi ) 


コピーが濃ずぎる、または薄ずぎる 


原因1濃度は正しく調節されていますか？ 


処置[濃度]で正しく調節してください。（一濃度を調節する（濃さ）： P .5-4) 


原因2 トナーセーブモードになっていませんか？ 


処置 メニューのくキヨウツウキノウセッテイ > でくトナ-セ-フモ-卜 > をくシナイ > に設定してくださし、。 
(ーメニューの設定内容くトナ-セ-/トト‘ >: P .10-3) 


厚手の用紙にコピーずると、一部が欠けたりぼやけた状態でプリントされる 


原因紙種は正しく設定されていますか？ 


処置 メニューのくヨウシセツテイ>のくカミシユ>でくアツがミ> またはくアツがミ H > を選択してくださ 
し、。（一用紙の種類を指定する： P 2-9) 


目の粗い用紙にコピーずると、プリントが欠ける 


原因紙種は正しく設定されていますか？ 


処置 メニューのくヨウシセツテイ > のくカミシュ > でく OHP フイルム > を選択してください。（一用紙の 
種類を指定する： P 2-9) 


困つたときには 
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2 inl コピー機能を使ってコピーずると、プリントが欠ける 


原因 A 4 または LTR が外のサイズの原稿を使用していませんか？ 


処置 2 in ] コピー機能を使ってコピーする際には、必ず A 4 サイズまたは LTR サイズの 
原稿を偶数枚お使いください。 


コピーずると用紙の縁が巧い 


原因用紙サイズは正しく設定されていますか？ 


処置 メニューのくヨウシセツテイ> のくヨウシサイス'' > で適切な用紙サイズを指定してください。（一 
用紙サイズを指定する： P 2-8) 


プリントのトラブル 


エラーランプが点灯ずる 


原因 I 用紙はうまく送られますか？カセットまたはマルチフィーダに用紙はあります 
か？ 

処置1紙づまりを解消するか、カセットまたはマルチフィーダに用紙をセットしてくだ 
さぃ。（紙づまりの解消方法は「用紙がつまったときには」い P .9-1) を参照して 
くださぃ。用紙をセットする方法は「用紙のセット」（一 P .2-3) を参照してくだ 
さぃ。 ) 

処置2 紙がつまってぃなぃか、カセットまたはマルチフィーダに用紙が入ってぃるとき 
は、本製品の電源コードを外して3〜5分待ってから電源コードをもう一度接続 
してくださぃ。問題が解消されてぃれば、エラーランプが消えてディスプレイは 
待受画面に戻ります。エラーランプが点滅し続ける場合は、電源コードを外して 
お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 


プリントした用紙が用紙サイズに合わない 


原因 I 用紙がカセットに正しく揃えてセットされていますか？また用紙はマルチフィー 
ダに正しくセットされていますか？ 

処置用紙がカセットに正しく揃えてセットされているか、マルチフィーダに正しく 
セットされていることを確認してください。（一用紙のセット： P 2-3) 


困つたときには 
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スキヤンのトラブル 


原桐を読み取らなぃ 

原因1 1電源コードを本体に接続したばかりですか？ 

処置少しお待ちくださぃ。電源コードの接続直後は原稿を読み取れません。 

原因2| 原稿は正しくセットされてぃますか？ 

処置]原稿を取り出して、必要であれば重ねて、 ADF に正しくセットしてくださぃ。（一 
原稿を ADF にセットする： P .3-4) 

処置2 ADF が開じてぃることを確認してくださぃ。 

原因3| US 目ケーブルはしっかりと接続されてぃますか？ 

処置 US 目ケーブルが本製品とコンピュータにしっかりと接続されてぃることを確認し 
てくださぃ。 USB ケーブルを外して少し待ってから接続してくださぃ。 

読み取った画像が巧ぃ 

原因 I 原稿台ガラスや原稿台ガラスカバーが巧れてぃませんか？ 

処置原稿台ガラスや原稿台ガラスカバーを清掃してくださぃ。い読み取りエリアのお 
手入れ： P .8-1) 

画像の左側に白ぃスジが現れる 

原因 I 原稿が原稿台ガラスに正しくセットされてぃますか？ 

処置原稿は原稿台ガラスの端から約 3 mm 離してセットしてくださぃ。 


困つたときには 
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一般的なトラブル 


本体の電源が入らない 


原因電源コードはしっかりと接続されていますか？ 


処置電源コードが本製品とコンセントにしっかりと接続されていることを確認してく 
ださい。電源コードは本体裏側にある電源コネクタにまっすぐ差し込んでくださ 
し、。斜めに差し込まないでください。本製品が電源に正しく接続されず電源が入 
らない場合があります。この場合はいったん電源コードを外して、少し待ってか 
ら正しく接続しなおしてください。（ーセットアップシート （ MF 5730 / MF 5750 
のみ)、セットアップシート（本体設置編） （ MF 5770のみ）「電源コードを接続 
する」） 


ディスプレイに何も表示されない 


原因]電源コードはしっかりと接続されていますか？ 


処置電源コードが本製品とコンセントにしっかりと接続されていることを確認してく 
ださい。電源コードは本体裏側にある電源コネクタにまっすぐ差し込んでくださ 
し、。斜めに差し込まないでください。本製品が電源に正しく接続されず電源が入 
らない場合があります。この場合はいったん電源コードを外して、2〜3分待っ 
てから正しく接続しなおしてください。（ーセットアップシート （ MF 5730/ 
MF 5750のみ)、セットアップシート（本体設置編） （ MF 5770のみ）「電源コー 
ドを接続する」） 

それでもディスプレイに何も表示されない場合は、本製品の電源コードを抜いて 
3〜5分内部の温度が下がるまで待ってからもう一度接続してください。ディス 
プレイの状態が変わらない場合は、電源コードを外してお近くのキヤノン販売店 
またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 


原因21 節電キーは消灯していますか？ 

処置節電キーが点灯しているときは、節電モードカ勺動いています。節電モードを解除 
するには、[節電]を押してください。 


ディスプレイに ^ Ej といラ文字と数字が表示される。 


原因本製品は正常に動作していますか？ 


処置本製品の電源コードを抜いて、約3〜5分待ってからもう一度接続してくださし、。 

まだメッセージが表示される場合は、電源コードを外しておおくのキヤノン販売 
店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 


困つたときには 
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ラブルが解ミ夫しない場合 


本製品にトラブルが発生し、この章の処置を行っても解決しない場合は、おおくのキヤノン 
販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 

A 注意本製品から変な音が聞こえたり、煙が出たり変な臭いがする場合は、すぐに電源コードを 
コンセントから外して、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様柜談センターにご 
連絡ください。ご自分で分解したり、修理したりしないでください。 

r ■割 ご自分で分解修理した場合、保証の対象外になることがあります。 


お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターに連絡する前に、次の情報をご 
確認ください。 

•製品名 

MF 5730 / MF 5750 / MF 5770 
.製造番号 

製造番号は本体裏面ラベルに記載しています。 


canon 


FXXXXXX 


Serial No.Q(XXXXXXX) 


ソフトウェアのバージョン番号 

ソフトウェアバージョン番号の確認方まは、「ソフトウェアガイド」を参照してくださし、。 
ご購入店 
トラブルの内容 

トラブルを解決するためにとった措置とその結果 


困つたときには 
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CHAPTER 


本体の設定を行ラ方法を説明しまず。設定項目のリストをご参考のため示しまず。 


メモ I ファクス機能の設定と登録は、「ファクスガイド」の「8章各種機能の登録/設定」を参 
照してください。 （MF5750/MF 5770のみ） 


^設定メニューを使ラ 


1 [メニュ ー] を押しまず。 

之 [イト)]または [► (+)] を押して、変更したいメニューを選択し、 [ OK ] を押 
しまず。 

設定項目が表示されます。 

3 [イト)]または [►(+)] を押して、変更したい設定項目を選択し、 [ OK ] を押 

しまず。 

メモ I •各メニュー項目については、次の「メニューの設定内容」を参照してください。 

.[OK] を押す前に[ストップ/リセット]を押すと、選択した項目は登録されません。 

• メニューを終了するには、[ストップ/リセット]を押します。 

• [メニュー]を押すと、前の画面に戻ります。 

• メニューで設定を変更すると、前の設定には自動的には戻りません。前の設定に戻したい 
ときは、もラー度設定を変更してください。 
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L 一の設定内容 


メモ I ファクス仕様設定、宛先登録、レポート/リストの詳細については、「ファクスガイド」の 

「8章各種機能の登録/設定」を参照してください。 （ MF 5750 / MF 5770のみ） 


用紙設定 


設定項目 

設定内容 

1. カセット 


1.ヨウシサイス'' 

カセットにセットした用紙のサイズを選択します。 

セットできる用紙サイズは、 A 4、 B 5、 A 5、 エグゼクティブ、レター 
です。 

2. カミシュ 

カセットで使用する用紙の種類を選択します。 

セットできる用紙の種類は、 普通 紙、普通紙し厚紙、厚紙 H、OHP 
フィルムです。 

2.テザシトレイ 


1.ヨウシサイス‘ 

マルチフィーダにセットする用紙のサイズを選択します。 

セットできる用紙は、 A 4、 B 5、 A 5、 レター、リーガル、はがき、 
往復はがき、封筒（に〇- C 5、 洋形4号、洋形2号から指定可能）です。 

2. カミシュ 

マルチフィーダで使用する用紙の種類を選択します。 

セットできる用紙の種類は、 普通 紙、普通紙し厚紙、厚紙 H、OHP 
フィルムです。 


共通機能設定 


設定項目 

設定内容 

1.ショキモ-卜、、 

初期設定モードをコピー、ファクス\スキャンから選択します。 

電源コードの接続時やオートクリアされたときに、選択したモード 
の待受画面がプ' ィスプレイに表されます。 

化。- 

コピーモードが選択されます。 

ファクス* 

ファクスモードが選択されます。 

スキヤン 

スキャンモードが選択されます。 

2. オンリョウチョウセイ* 

音量調整を設定します。 

1.キ-タッチオンリョウ 

操作パネル上のキーを押したときの音量を設定します。 

0-3 (1) 

2. アラ-ムオンリョウ 

アラームの音量を設定します。 

0-3 (1) 


(太字は工場出荷時の設定) 


* MF 57 已 0/ MF 577 日のみ。 


の各讓能の謙\設定 
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設定項目 

設定内容 

3. ソウシンシパリョウかリョウ 

ファクス送信終了時の音量を設定します。 

I ラ-グノミナラス 

プリント中にエラーが発生したときにのみファクス送信終了音を鳴 
らします。 

1〜3 (1) 

ナラサナイ 

ファクス送信終了音を鳴らしません。 

ナラス 

ファクス送信終了音を鳴らします。 

1〜3 (1) 

4. ゾュシンシュウリョウオンリョウ 

ファクス受信終了時の音量を設定します。 

I ラーン•ノミナラス 

プリント中にエラーが発生したときにのみファクス受信終了音を鳴 
らします。 

1〜3 (1) 

ナラサナイ 

ファクス受信終了音を鳴らしません。 

ナラス 

ファクス受信終了音を鳴らします。 

1〜3 (1) 

5.プリントシュウリョウオンリョウ 

プリント終了時の音量を設定します。 

I ラ-グノミナラス 

プリント中にエラーが発生したときにのみプリント終了時の音を鳴 
らします。 

1〜3 (1) 

ナラサナイ 

プリント終了時の音を鳴らしません。 

ナラス 

プリント終了時の音を鳴らします。 

] 〜3 (1) 

6. ヨミトリシュウリョウオンリョウ 

読み取り終了時の音量を設定します。 

I ラーン•ノミナラス 

読み取り中にエラーが発生したときにのみ読み取り終了時の音を鳴 
らします。 

1〜3 (1) 

ナラサナイ 

読み取り終了時の音を鳴らしません。 

ナラス 

読み取り終了時の音を鳴らします。 

1〜3 (1) 

7. 、ソウシンオンリョウ 

通信時の音量を設定します。 

〇〜3 (1) 

3. トナ-セ-ブモ-ド' 

トナーセーブモードを設定します。 

シナイ 

トナーセーブモードをオフにします。 

刀レ 

トナーセーブモードをオンにします。 


(太字は工場出荷時の設定) 


のる！ W 機能の雞\設を 
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コピー仕様設定 


設定項目 

設定内容 

1. ヒヨウシ'' ユンゲシツ 

原稿の種類を選択します。 

モシ’ /シャシン 

文字/写真モード 

モシ'' 

文字モード 

シャシン 

写真モード 

2. ヒヨウシ'' ユンノウト‘ 

自動または手動の濃度設定モードを選択します。 

シ;1ドウ 

濃度を手動で調節します。 

濃度は9段階で調節できます。 （5) 

ゾト、、ウ 

濃度が自動調節されます。 

3. ヒヨウシ'' ユン八‘イリツ 

拡大/縮ル率を選択します。 

シユドウ 

50%〜200%の範囲で拡大/縮小率を選択します。 （1 00%) 

テイケイヘン八'' イ 

定形変倍を選択します。用紙サイズグループを変更すると、定形変 
倍も変わります。 

4. ヒヨウシ'' ユンブスウ 

コピー枚数を選択します。 

01〜99 (01) 

5.シ''ドウソ—卜 

自動ソートを設定します。 

スル 

自動ソート機能をオンにします。 

シナイ 

自動ソート機能をオフにします。 

6.サイス'' ケイしツ 

用紙サイズグループを選択します。用紙サイズグループが変わると、 
プリセットされた拡大縮小率が変更されます。 

AB 

定形変倍:500ん70%、81%. 86%、100%、115%、122%. 141%. 
200% 

インチ 

定形変倍:50%、64%、78%、100%、129%、200% 

A 

定形変倍:500ん700ん1000ん1410ん200% 

7. 外ープネス 

白黒原稿はシャープネスをかけられます。文字や線を鮮明にしたい 
場合は、大きな数値を選択します。写真をコピーする場合は、ルさ 
な数値を選択します。 

1〜9 (5) 


(太字は工場出荷時の設定) 
























プリンタ仕様設定 


設定項目 

設定内容 

1. :[ラ-タイムアウト 

コンピュータからデータを受け取れない場合に本製品が 
エラーを返すまでの時間を設定します。 

スル 

エラータイムアウトをオンにします。タイムアウト時間 
を設定します。 

005 〜 300 秒 （01 5 秒） 

シナイ 

エラータイムアウトをオフにします。 


タイマー設定 


設定項目 

設定内容 

1 .ヒツ''ケ/ゾ ] クセット* 

現在の日付と時刻を設定します。 

年、月、日、時、分 

2 .ヒツ''ケ/ゾ ] クタイプ* 

日付と時刻の表示形式を設定します。 

YYYY MM / DD . MM / DD / YYYY 、 DD/MM YYYY 

3. トトクリア 

オートクリア機能を設定します。本製品を一定時間操作 
しなかつた場合に、ディスプレイが待受画面に戻ります。 

スル 

才ートクリア機能をオンにします。 

1 〜 9 分 （1 分） 

シナイ 

オートクリア機能をオフにします。 

4.トトセツ 7 ン 

節電モードを設定します。 

スル 

節電モードに移行します。 

03 〜 30 分 （05 分） 

シナイ 

節電モードをオフにします。 


(太字は工場出荷時の設定) 
*MF57 己 0/MF 5770のみ。 


















の各種機能のき錄\設定 
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が録 

本製品の仕様や索引を一覧しまず。 
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CHAPTER 


仕様 


形式 

がす间ゴ 


光導電性材料 
コピー方式 
現像方式 
定着方式 
解像度 
階調数 
対応原稿 

対応コピー用紙 


パーソナルデスクトップ 
固定 

自動原稿給紙装置 

30枚またはカールした用紙を含め厚さ 8 mm が内の重ねた用紙（保証値) 
50枚 （80 g / m 2 ) または力ールした用紙を含め厚さ 8 mm が下の重ねた用 
紙憧温15で〜27で、湿度20%〜80%時の参考値） 

有機感光導電性材料 

間接静電気転写システム 

トナー転写システム 

キヤノン RAPID Fusing System '^^ 

約600 dpi X 600 dpi 

256 階調 

原稿ガラス台：最大 A 4 サイズ 

単票、本、立体物（最大 2 kg ) 

ADF :最大リーガルサイズ 

カセット給紙： 64 g / m 2 〜1 28 g / m ^ 

マルチフイーダ： 64 g / m と〜1 28 g / m 2 

普通紙、再生紙、 OHP フィルム、封筒、厚紙撮大 128 g / m 2 )、 はがき、 
往復はがき 
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コピーサイズ 
プリント不能領域 
ウォームアップ時間 


初回コピー時間 


コピー 速度 
倍率 


給紙システム 


コピー部数 
必要電源 
消費電力 


A4 (210mm x 297mm) 

自動原稿給紙装置： 216mm X 356mm 〜 1 48mmxl 05mm 

用紙：各端部最大 5mm 
封筒：各端部最大 5mm 

約240秒* (温度： 20で、湿度： 65%、電源投入時から待受画面が現れ 
るまでの時間） 

* ウォームアップ時間は本製品を使用する条件と環境によって異なる場合 
があります。 

原稿台ガラス：約 15 秒 
ADF :約 17 秒 

A4 または LTR サイズ、ダイレクト、手動濃度調節、カセット給紙（節電 
モードからの復帰直後を除く） 

ダイレクト： A4 20 cpm、LTR 21 cpm 

1:1+ 1.0%、1: 2.000s 1:1.416、1: 1.157. 1: 0.865、1: 0.817、 
1: 0.706、1: 0.500 
変倍： 0.500-2.000、1 % 幅 

カセット給紙： 64g/m2 の用紙 250 枚 
マルチフイーダ：1枚 

1-99 

100V、 50/60HZ 
約 OJkw 撮大） 


外形寸法 (W X D X H) 486mm x 477mm x 442.4mm 
(給紙トレイを閉じた時） 

486mm X 477mm x 508.8 mm 
(給紙トレイを開いた時） 


設置スぺース （W X D) 486mm x 762mm ( カセツト取り付け時 ) 


重量 MF5730 : 約 1 5.0kg (力ートリ ッジ含む） 

MF5750 : 約 1 5.0kg (力ートリ ッジ含む） 

MF5770 : 約 1 5.0kg (力ートリ ッジ含む） 

製品改良のため仕様は予告なく変更する場合があります。 

十分なプリント品質を得るために、キヤノンの推奨する用紙と OHP フィルムのご使用をお 
すすめします。 

市販の用紙には本製品での使用に適さないものがあります。用紙および OHP フィルムにつ 
いてご不明の点があるときは、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センター 
にご連絡ください。 
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索引 


記号 


か 


[◄(-)]、 [►(+)] キー， 1-5 


A 

ADF (自動原稿給紙装置）， 1-2 
紙つまり， 9-7 
原稿をセツトする， 3-4 
原稿経路， 3-5 
容量， 3-5 


0 

[0 K ] キー， 1-5 


U 

US 目ポート，]-4 


友 

アラ-ムオンリョウ， 10-2 
イーサネットポート， 1-4 
移送， 8-9 

-般的なトラブル， 9-1 9 
I ラ-タイム巧卜， 10-5 
エラー ランプ， 1-5 
延長カノく 一 ，1-4 
才-トクリア， 10-5 
トトセツ7ン，1 0-5 
オンリョウチョウセイ， 10-2 


カートリッジ 

交換する，8-2, 8-6 
取り扱い， 8-4 
保管， 8-5 
リサイクル， 8-6 
カートリッジのトナー， 8-2 
カートリッジを交換する， 8-2, 8-6 
力-トリッジ' ヲセットシテクタ'' サイ， 9-9 
外部機器端子， 1-2 
[拡大/縮ル] 

キー， 1-5 
セットする， 5-2 

[画質] 

キー， 1-6 
調節する， 5-3 

画質 

画像を調節する， 5-3 
プリント品質のトラブル， 9-15 
カスタマーサポート， 1-1 
カセット，1-2, 2-3 
力八''-力‘シ7ッテイ7セン， 9-9 
カミシユ，1 0-2 
キ-タッチオンリョウ， 10-2 
給紙 

ADI ^，3-4, 3-5 
原稿台ガラス，1-3, 3-3 
共通機能設定， 10-2 
[クリア]キー， 1-5 
クリー ニン グ 

ADF エリア， 8-2 
本製品の外側， 8-1 
読み取り エリア， 8-1 
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原稿 


給紙トレイ， 1-2 
サイズ， 3-1 
重量， 3-1 
種類， 3-1 
使用可能な， 3-1 
セツトする， 3-3 
トラブル， 3-2 
排紙トレイ， 1-2 
プリントする， 4-2 
方向， 2-10 


枚数， 3-1 

読み取り可能な範囲， 3-2 
読み取る， 6-2 
ゲンコウカ‘ナカ‘スキ‘マス， 9-9 
原稿台 


ガラス， 1-3 
ガラスカバー， 1-3 
原稿をセツトする， 3-3 
ゲン〕ウヲテンケンシテクタ'' サイ， 9-8 
[コピ ー] キー， 1-5 
コピー仕様設定，1 0-4 



コピーす る， 5-1 

トラブル， 9-14 
画質を調節する， 5-3 
使用可能な原稿， 3-1 
濃度を調節する， 5-4 
倍率を設定する， 5-2 
用紙サイズを指定する， 2-8 
用紙の種類を指定する， 2-9 
コピー倍率の設定， 5-2 
コピー予約， 5-9 


困ったときには， 9-1 


さ 

再捆包， 8-9 
サイズ 

原稿， 3-1 
マーク， 3-3 
用紙， 2-2 
サイス‘ケイレツ，1 0-4 
システム：[ラ-, 9-10 
システムモニタ， 7-1 
使ぅ， 7-1 

[ システムモニタ]キ ー， 1-5 
シ • 卜’ウソ-卜，1 0-4 
シヤ -/ ネス，1 0-4 
重量 

原稿， 3-1 
本体， 11-2 
用紙， 2-2 

シ‘ュシンシュウリョウオンリョウ， 10-3 
仕様， 11-1 
ショキトト‘，1 0-2 
ズーム変倍， 5-3 
スキヤン 

原稿， 6-2 
する前に， 6-1 
トラブル， 9-18 
範囲， 3-2 

[スキヤン]キー， 1-5 
[スタート]キ ー， 1-5 
[ストップ/リセット]キー， 1-5 
スライドガイド，1-2, 3-4 
[節電] 

キ ー， 1-5 
設定，1 -8 
復帰， 1-8 
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セツトする 


トレイ 


ADF の原稿， 3-4 
カセツトに用紙を， 2-3 
マルチフィーダに封筒を， 2-7 
マルチフィーダに用紙を， 2-6 
操作パネル，1-2, 1-5 
ソウシンシ1ウリヨウオンリヨウ， 10-3 
ソート， 5-5 

[ ソート /2 inl ] キー， 1-6 


排紙， 1-2 

ルイカ'' イツ八。イデ'ス， 9-10 


な 

[濃度]キー， 1-5 


た 

タイマー設定，10 -5 
チョウセイチュウスキャンスタ-トヲマツテイマス， 9-8 
、ソウシンオンリが， 10-3 
通信中/メモリランプ， 1-5 
つまった紙を取り除く 
ADF 力、ら， 9-7 
本体内部から， 9-1 
定期的クリーニング， 8-1 
定形変倍， 5-2 

メニュー，10 -4 
ディスプレイ， 1-5 
ディスプレイの表示， 9-8 
テンキー， 1-6 
電源ソケツト， 1-4 
電話回線端子， 1-2 
トナ-力'' スクナクナリの夕， 9-11 
トナ-セ-/トト‘， 10-3 
トラブル 

-般的な， 9-1 9 
解決しない， 9-20 
給紙， 9-1] 

原稿， 3-2 
コピー， 9-14 
スキヤン， 9-18 
プリント， 9-17 
プリント品質， 9-15 


は 

排紙ェリア 

フェイスアップ， 2-12 
フェイスダウン， 2-1] 
排紙トレイ， 1-2 
ヒツ''ケ/シ‘〕クセット，] 0-5 
ヒツ''ケ/シ‘〕クタイ/，1 0-5 
ヒヨウシ‘ユンカ‘シツ，1 0-4 
ヒヨウシ‘ユンノウト'' ， 10-4 
ヒヨウシ‘ユン八‘イリツ，1 0-4 
ヒヨ ウシ'' ユン/スウ， 1 0-4 
[フアクス]キー， 1-5 
フィーダ 

ADI^ ， 1 -2 

マルチフィーダ， 1-2 

封筒 

セットする， 2-7 
プリント範囲， 2-2 
フェイスアップカバー， 1-4 
普通紙， 2-9 

プリンタ仕様設定，]0-5 
プリンタテ'' —夕:[ラ—， 9-9 
/リンタヲテンケンシテクダサイ， 9-8 
プリントシュウリョウオンリョウ， 10-3 
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プリントする 

原稿， 4-2 
中止する， 4-3 
トラブル， 9-17 
範囲， 2-2 

プリントする前に， 4-1 
プリント品質のトラブル， 9-1 5 
プリント枚数， 8-4 
フロントカバー， 1-2 
ぺーパーガイド 

マルチフイーダ， 2-7 

方向 

原稿， 2-10 
用紙， 2-10 
本体の設定 

メニューを使う，10 -1 


ま 

枚数，原稿， 3-1 
待受画面， 1-7 
マルチフィーダ， 1-2 

封筒をセツトする， 2-7 
用紙をセツトする， 2-6 
メニユー 



m 


説明，1 0-2 
[メニユ ー] キー， 1-5 
メ刊力‘イツノ C ィテ'' ス， 9-9 
メンテナンス 

日常のお手入れ， 8-1 


や 

用紙 

カセット， 1-2 
給紙のトラブル， 9-1] 
サイズ， 2-2 
重量， 2-2 

種類，2-2, 2-9, 2-11 
使用可能な用紙，2-1， 2-2 
使用できない用紙， 2-1 
セットする， 2-3 
排紙エリア， 2-10 
プリント範囲， 2-2 
方向， 2-10 
ヨウシカ‘アリ7セン， 9-10 
用紙がつまったときには， 9-1 
ヨウシカ'、ツ7リの夕， 9-10 
ヨウシサイス‘，1 0-2 
用紙設定，]0-2 
ヨウシノサイス'' ヲチ I ック， 9-8 
読み取り可能な範囲， 3-2 
ヨミトリシュウリョウオンリヨウ， 10-3 
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